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はくば
広報

     　

白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―

広報はくば
３回目のコロナウイルスワクチン接種について……… 4
村税等納期変更のおしらせ………………………………… 7
白馬村ゼロカーボンビジョン…………………… 12〜13

第24回オリンピック冬季競技大会(2022/北京)が開催され白馬村にゆかりのある
選手5名が出場しました。選手の皆様お疲れさまでした！そして夢と感動をありがとう！
写真　ノルディック複合団体ラージヒル銅メダル　
(渡部善斗選手、永井秀昭選手、渡部暁斗選手、山本涼太選手)　32022
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2
月
4
日
か
ら
2
月
20
日
ま
で
行
わ
れ
た
、第
24
回
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
大
会
に
白
馬
村
ゆ
か
り
の
選
手
5
名
が

出
場
し
、ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
競
技
で
は
渡
部
暁
斗
選
手

が
3
大
会
連
続
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
団
体
種
目

（
渡
部
暁
斗
選
手
／
渡
部
善
斗
選
手
）で
は
日
本
勢
28
年
ぶ

り
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
と
な
り
、善
斗
選
手
は
白
馬
村
で
2

人
目
の
メ
ダ
リ
ス
ト
と
な
り
ま
し
た
。

白
馬
村
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
！

2
月
3
日
に
行
わ
れ
た
男
子
モ
ー
グ
ル
競
技
か
ら
合
計

5
回
に
わ
た
り
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
を
行
い
、合
計
5
0
0
ア
カ
ウ
ン
ト
程
の
皆
様
に

ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
に
よ
る
ト
ー
ク
の
中
に
は
、テ
レ
ビ
実
況
で
は

聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
且
つ
ロ
ー
カ
ル

な
話
題
が
多
く
出
ま
し
た
。

五
輪
に
出
て
い
る
多
く
の
選
手
は
白
馬
村
で
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
積
ん
で
い
る
…

男
子
モ
ー
グ
ル
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
堀
島
行
真
選
手
は
白

馬
の
A
・
コ
ー
プ
地
場
産
コ
ー
ナ
ー
に
良
く
出
没
す
る
…
。

等
々参

加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
も
多
く
の
応
援
コ
メ

ン
ト
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
選
手
へ
の
激
励
に
な
っ
た
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

村
で
は
選
手
の
凱
旋
報
告
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
24
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会（
2
0
2
2
／
北
京
）に

白
馬
村
ゆ
か
り
の
選
手
5
名
が
出
場 

複
数
メ
ダ
ル
獲
得　
夢
と
感
動
を
あ
り
が
と
う 

渡部暁斗選手(白馬村出身　所属：北野建設・長野市)
ノルディック複合　個人ノーマルヒル	 7位(入賞)
　　　　　　　　　個人ラージヒル	 3位(銅メダル)
　　　　　　　　　団体ラージヒル	 3位(銅メダル)

原大智選手(所属：日本スキー場開発・白馬村)
フリースタイル男子　モーグル　7位(入賞)

近藤心音選手(白馬村出身　所属：オリエンタルバイオ・東京都)
フリースタイル女子　ビッグエア　　　　棄権
フリースタイル女子　スロープスタイル　棄権

公式練習中の怪我により惜しくもスタートに立つことは叶いませんでした。
しかし五輪代表選手に選出されたことには大きな価値があり、次回冬季五
輪のミラノの舞台で活躍することを期待し応援しています。

オンラインパブリックビュー
イングで選手を応援する様子

松田颯選手(白馬高卒　所属：しまだ病院・大阪府)
フリースタイル男子　モーグル　23位

渡部善斗選手(白馬村出身　所属:北野建設・長野市)
ノルディック複合　個人ノーマルヒル	 13位
　　　　　　　　　個人ラージヒル	 25位
　　　　　　　　　団体ラージヒル	 3位(銅メダル)

お問合せ　白馬村教育委員会　生涯学習スポーツ課　電話：0261-85-0723

SAJ令和4承認 第00338号SAJ令和4承認 第00339号

SAJ令和4承認 第00340号 SAJ令和4承認 第00341号



ポ
ス
ト
棚
田
百
選「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
～
ふ
る
さ
と
の
誇
り
を
未
来
へ
～
」に

青
鬼
の
棚
田
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
！

3

「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
～
ふ
る
さ
と
の
誇

り
を
未
来
へ
～
」と
は

令
和
元
年
に
棚
田
地
域
振
興
法
が
施
行

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、「
日
本
の
棚
田
百
選

（
平
成
11
年
認
定
）」に
続
く
ポ
ス
ト
棚
田
百

選
と
し
て
、農
林
水
産
大
臣
が
改
め
て
優
良

な
棚
田
を
認
定
す
る
取
組
で
す
。
全
国
で
は

2
7
1
の
棚
田
、長
野
県
で
は
15
の
棚
田
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

青
鬼
の
棚
田

青
鬼
地
区
は
集
落
全
体
が
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
集
落
の
東
側
に
広
が
る
の
が
石
垣
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
美
し
い「
青
鬼
の
棚
田
」

で
す
。

青
鬼
の
棚
田
か
ら
は
、3
，0
0
0
ｍ
級

の
北
ア
ル
プ
ス
が
一
望
で
き
、棚
田
の
中
腹

に
設
け
た
展
望
エ
リ
ア
か
ら
望
む
水
を
張
っ

た
田
に
映
る
山
々
は
絶
景
で
す
。
棚
田
に

水
を
引
く
青
鬼
堰（
青
鬼
上
堰
）は
、総
延
長

3
km
の
用
水
路
で
、江
戸
時
代
後
期
に
4
年

も
の
歳
月
を
か
け
岩
盤
を
ノ
ミ
で
刻
ん
で

開
削
さ
れ
、棚
田
の
保
全
に
は
欠
か
せ
な
い

貴
重
な
水
源
と
し
て
今
も
な
お
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

白
馬
村
特
産
品「
紫
舞（
紫
米
：
む
ら

さ
き
ま
い
）」

青
鬼
地
区
で
は
、他
の
米
と
交
配
せ
ず
に

栽
培
で
き
る
地
理
的
に
独
立
し
た
環
境
を

活
用
し
て
白
馬
村
の
特
産
品
で
あ
る
紫
舞

が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

紫
舞
は
古
代
米
の
一
種
で
、白
米
や
も
ち

米
に
混
ぜ
て
炊
く
と
ほ
ん
の
り
と
き
れ
い

な
紫
色
に
炊
き
あ
が
り
ま
す
。
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
約
3
倍
と
言
わ
れ
る
量
の
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
が
含
ま
れ
て
お
り
、他
に
も
ビ
タ
ミ

ン
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の

栄
養
価
が
高
く
、見
た
目
も
美
し
い
た
め
、

普
段
の
食
事
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、お
祝
い

事
に
も
お
す
す
め
で
す
。

お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766
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春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
始
ま
り
ま
す

健
康
づ
く
り
だ
よ
り　

3
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　

広
く
村
民
に
交
通
安
全
の
普
及
・

浸
透
を
図
り
、交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
呼

び
か
け
、交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、次
の
と

お
り
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

期　
　
　
間

令
和
４
年
４
月
6
日（
水
曜
日
）～

４
月
15
日（
金
曜
日
）

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
信
濃
路
は　
み
ん
な
の
笑
顔　

つ
な
ぐ
道
」	

運
動
の
重
点

【
全
国
重
点
】

・	

子
供
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安

全
確
保

・	

歩
行
者
保
護
や
飲
酒
運
転
根
絶
等

の
安
全
運
転
意
識
の
向
上

・	

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹

底
と
安
全
確
保

【
長
野
県
重
点
】

・	

高
齢
運
転
者
の
安
全
運
転
の
徹
底

●
副
反
応
に
つ
い
て

　

3
回
目
接
種
の
副
反
応
の
発
生
頻
度
は
2
回
目
接
種
と
ほ

ぼ
同
じ（
75
～
80
%
）で
、接
種
の
翌
日
に
発
熱
や
接
種
部
位
の

痛
み
と
い
っ
た
症
状
が
現
れ
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。ま
た
、

ご
く
ま
れ
に
心
筋
炎
・
心
膜
炎
の
発
症
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
10
～
20
代
男
性
に
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ
て
心
筋
炎
・
心
膜
炎
に
な
る
リ

ス
ク
と
比
較
す
る
と
、接
種
後
に
心
筋
炎
・
心
膜
炎
を
起
こ
す

リ
ス
ク
は
圧
倒
的
に
低
い
で
す
。

●
交
互
接
種
と
は

　
1
・
2
回
目
の
接
種
と
異
な
る
ワ
ク
チ
ン
を
3
回
目
に
接
種

す
る
こ
と
を
交
互
接
種
と
言
い
ま
す
。交
互
接
種
を
し
て
も
高

い
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
が
期
待
さ
れ
、同
じ
ワ
ク
チ
ン
で
も
交

互
接
種
で
も
安
全
性
に
差
は
な
か
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
抗
体
価
が
減
少
し
発
症
予
防
効
果
が
下
が
っ
て

く
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず
、そ
の
時
打
て
る
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
不
安
の
あ
る
方
へ

　

治
療
中
の
病
気
が
あ
る
方
や
体
調
な
ど
接
種
に
不
安
の
あ

る
方
は
、か
か
り
つ
け
医
等
と
ご
相
談
の
上
、ワ
ク
チ
ン
接
種

を
受
け
る
か
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

ま
た
、長
野
県
ワ
ク
チ
ン
接
種
相

談
セ
ン
タ
ー
で
も
接
種
に
関
す
る

不
安
や
副
反
応
に
つ
い
て
の
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、ご
相
談

く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村役場　総務課・白馬村交通安全協会　電話：0261-72-7002

長野県ワクチン接種相談センター
電話：0261-235-7380(24 時間無休 )　FAX：026-403-0320　( 平日 9 〜 17 時 )

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

　

フ
ァ
イ
ザ
ー
・
モ
デ
ル
ナ
ど
ち
ら
の
ワ
ク

チ
ン
も
、1
・
2
回
目
の
接
種
か
ら
時
間
が
経

つ
と
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
弱
く
な
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
る
方
、接
種
を
迷
っ
て
い
る
方

は
ぜ
ひ
ご
参
考
く
だ
さ
い
。
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白
馬
村
か
ら
引
越
し
を
す
る
と
き
は
、
転
出
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
！

北
ア
ル
プ
ス
平
日
夜
間

小
児
科
・
内
科
急
病
セ

ン
タ
ー
を
廃
止
し
ま
す

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

お問合せ　北アルプス広域連合　総務課　電話：0261-22-6764

　
白
馬
村
か
ら
他
市
町

村
や
国
外
へ
転
出
を
す

る
場
合
は
、転
出
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。ま

た
、外
国
籍
の
方
で
、再

入
国
の
許
可
を
得
て
出

国
す
る
場
合
で
も
手
続

き
が
必
要
で
す
。

※	

実
際
の
居
住
地
に
住
民

票
が
な
い
と
選
挙
権
を

行
使
で
き
な
い
場
合
が

あ
る
等
の
不
利
益
を
被

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
転
出
手
続
き
を
必

ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

北
ア
ル
プ
ス
平
日
夜
間
小
児

科
・
内
科
急
病
セ
ン
タ
ー
は
、平
成

18
年
４
月
に
開
所
し
、
大
北
医
師

会
の
医
師
の
協
力
に
よ
り
北
ア
ル

プ
ス
圏
域
に
お
け
る
一
次
救
急
を

担
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
近
年
徐
々

に
受
診
者
が
減
少
し
、診
療
を
担

う
医
師
の
高
齢
化
や
減
少
も
進
ん

で
お
り
、コ
ロ
ナ
禍
の
こ
こ
約
２

年
間
は
休
診
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
関
係

機
関
と
協
議
を
す
す
め
て
き
た
結

果
、令
和
４
年
３
月
末
で
廃
止
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、

急
な
病
気
で
お
困
り
の
と
き
は
、

か
か
り
つ
け
医
ま
た
は
長
野
県
小

児
救
急
電
話
相
談
、
局
番
無
し
の

＃
8
0
0
0
番
へ
ご
相
談
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
住
民
課
窓
口
で
の
転
出
手
続
き

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
本
人
確
認
書
類

　
	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
、旅

券
な
ど
、顔
写
真
付
き
の
官
公
署
発
行
の
も

の
を
１
点
お
持
ち
く
だ
さ
い
。こ
れ
ら
を
お

持
ち
で
な
い
方
は
、健
康
保
険
証
や
年
金
手

帳
な
ど
、「
氏
名
・
住
所
」ま
た
は「
氏
名
・
生

年
月
日
」が
わ
か
る
も
の
を
２
点
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
の
み
）

　

	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
た
転
出
手

続
き
を
行
い
ま
す
。こ
の
場
合
、転
出
証
明

書
の
内
容
が
カ
ー
ド
に
登
録
さ
れ
る
た
め
、

紙
で
の
転
出
証
明
書
は
発
行
い
た
し
ま
せ

ん
。

・	

国
民
健
康
保
険
証
、印
鑑
登
録
証（
お
持
ち
の

方
の
み
）

		　

	

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は

被
保
険
証
を
、印
鑑
登
録
さ
れ
て
い
る
方

は
登
録
証
を
返
却
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・	

戸
別
受
信
機（
防
災
無
線
）（
無
償
貸
与
を
受

け
て
い
る
方
の
み
）

　
総
務
課
へ
必
ず
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
郵
送
に
よ
る
転
出
手
続
き

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
転
出
証
明
書
の
送
付
依
頼
書

※	

白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

依
頼
書
の
書
式
が
あ
り
ま
す
。そ
ち

ら
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

・
本
人
確
認
書
類
の
写
し

　

	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
免
許

証
、旅
券
な
ど
、顔
写
真
付
き
の
官
公

署
発
行
の
も
の
で
あ
れ
ば
、１
点
、そ

れ
ら
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
健
康
保

険
証
や
年
金
手
帳
な
ど
、「
氏
名
・
住

所
」ま
た
は「
氏
名
・
生
年
月
日
」が
わ

か
る
も
の
の
２
点
の
写
し
が
必
要
で

す
。

・
国
民
健
康
保
険
証
、印
鑑
登
録
証

		　

	

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
は
被
保
険
証
を
、印
鑑
登
録
さ

れ
て
い
る
方
は
登
録
証
を
返
却
し

て
い
た
だ
く
た
め
、右
記
の
書
類
と

一
緒
に
郵
送
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・	

返
信
用
封
筒（
宛
先
の
記
載
が
あ
り
、

切
手
を
貼
っ
た
も
の
）

手
続
の
方
法
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な
る
ほ
ど
！
村
税
情
報

vol.11

軽
自
動
車
税
は
、4
月
１
日
現
在
、軽
自
動
車
等
を
所
有
し
て
い
る
方
に
1
年
分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
廃
車

や
名
義
変
更
を
す
べ
き
軽
自
動
車
等
が
あ
る
方
は
左
記
の
対
応
機
関
に
て
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
等
の
廃
車
、
名
義
変
更
等
の
手
続
き
に
つ
い
て

手続き場所や必要なもの
・原動機付自転車
・�小型特殊自動車（農耕用
作業車含）

・軽二輪車（排気量125cc超-250cc以下）
・小型二輪車（排気量250cc超）
・三輪/四輪の軽自動車

手続き場所
住所及び
電話番号

・白馬村役場　税務課
（白馬村大字北城7025番地）
Tel：0261-85-0712

【軽二輪車及び小型二輪車】
・松本自動車検査登録事務所
（松本市平田東２丁目５番10号）
Tel：050-5540-2043
【三輪/四輪の軽自動車】
・軽自動車検査協会　長野事務所　松本支所
（松本市平田東2丁目1番11号）
Tel：050-3816-1855
※�最寄の自動車販売店等で手続きを代行
している場合あり

廃車の際
必要なもの

・所有者及び使用者の印鑑
・�窓口に来られる方の本人
確認書類　※1
・ナンバープレート
・※2

・車検証
・ナンバープレート
・使用済自動車引取証明書　※3
・※4

名義変更の際
必要なもの

・�新旧所有者及び使用者の
印鑑
・�窓口に来られる方の本人
確認書類　※1
・�ナンバープレート（同居
親族の方に名義変更する
場合は不要です。）
・※2

・車検証
・ナンバープレート　※5
・住民票妙本、サイン証明のいずれか1点
（発行されてから3か月以内のもの）　※6
・�自動車損害賠償責任保険証明書又は、自
動車損害賠償責任共済証明書
・※4

※1　�運転免許証等の顔写真付きのものであれば１種類、保険証等の顔写真付きでないものであれば２種類
必要です。

※2　所有者の同居親族以外の方が申請する場合は、上記に加えて委任状が必要になります。
※3　軽自動車を引渡した際、引取業者から交付されます。
※4　�記載は、あくまで原則となりますので、必ず上記手続き場所に電話等で必要なものを確認の上、お手続

願います。
※5　以前の住所と同じ管轄であれば必要はありません。
※6　法人の場合は、発行から3か月以内の商業登記簿謄本（又は抄本）、登記事項証明書のいずれか１点。

車種

項目

広
報
は
く
ば
2
月
号
の
訂
正
と
お
詫
び

　
広
報
は
く
ば
2
月
号「
な
る
ほ
ど
!
村

税
情
報
v
o
l
．10
」で
令
和
4
年
度
の

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
を

掲
載
し
ま
し
た
。文
中
、「
令
和
4
年
度
の

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
土
地
及
び
家

屋
に
つ
い
て
特
例
に
よ
る
減
額
等
は
あ

り
ま
せ
ん
。」と
記
載
し
て
お
り
ま
す
が
、

土
地
に
つ
い
て
は
、一
部
特
例
措
置
が
適

用
に
な
る
筆
が
あ
り
ま
す
。誤
っ
た
内
容

を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。な
お
、特
例
が
適

用
に
な
る
土
地
は
次
の
と
お
り
で
す
。

概
要

　

土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
の
負
担
調

整
措
置
に
つ
い
て
は
、令
和
4
年
度
限
り

の
措
置
と
し
て
、商
業
地
等
※
の
令
和
4

年
度
の
課
税
標
準
額
を
、令
和
3
年
度
の

課
税
標
準
額
に
令
和
4
年
度
の
評
価
額

の
2.5
%（
現
行
：
5.0
%
）を
加
算
し
た
額
と

す
る
。

　
（
負
担
水
準
が
60
%
未
満
の
土
地
に
限

り
ま
す
。）

　
（
当
該
額
が
、評
価
額
の
60
%
を
上
回

る
場
合
に
は
60
%
相
当
額
と
し
、評
価
額

の
20
%
を
下
回
る
場
合
に
は
20
%
相
当

額
と
な
り
ま
す
。）

商
業
地
等
※

　

地
方
税
法
附
則
第
17
条
第
4
号
に
規

定
す
る「
商
業
地
等
」を
言
い
、住
宅
用
地

以
外
の
宅
地
及
び
宅
地
比
準
土
地（
宅
地

以
外
の
土
地
で
、当
該
土
地
と
そ
の
状
況

が
類
似
す
る
宅
地
の
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
と
さ
れ
る
価
格
に
比
準
す
る
価

格
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
も
の
）を
い
い

ま
す
。

　

例
：
宿
泊
施
設
や
店
舗
、事
務
所
な
ど

事
業
用
家
屋
が
建
つ
土
地
、駐
車
場
や
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
に
使
用
し
て
い
る
土

地　
な
ど
。

　

近
年
、白
馬
村
で
は
土
地
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、長
ら
く
続
い
た

地
価
の
下
落
基
調
が
上
昇
へ
転
じ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。そ
ん
な
中
、令
和
3
年

度
の
評
価
替
で
は
評
価
額
が
増
加
、す
な

わ
ち
固
定
資
産
税
が
増
税
と
な
る
土
地

が
あ
り
ま
し
た
。評
価
額
が
上
が
っ
た
土

地
に
つ
い
て
は
、評
価
額
の
増
加
を
そ
の

ま
ま
税
額
へ
反
映
さ
せ
た
場
合
に
一
気

に
税
額
も
上
昇
し
て
し
ま
う
の
で
、こ
れ

を
回
避
す
る
た
め
に「
負
担
調
整
措
置
」

と
い
う
制
度
が
あ
り
、毎
年
少
し
ず
つ
税

額
が
上
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

令
和
4
年
度
の
特
例
は
、大
幅
に
評
価
額

が
上
昇
し
た
商
業
地
等
に
つ
い
て
通
常

は
5.0
%
上
昇
す
る
負
担
調
整
を
2.5
%
に

抑
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
な
お
、こ
の
特
例
措
置
は
地
方
税
法
の

改
正
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、全
国
一
律
に

適
用
さ
れ
ま
す
。白
馬
村
独
自
の
特
例
で

は
な
く
、ま
た
申
請
等
を
必
要
と
し
ま
せ

ん
の
で
、納
税
者
の
皆
様
に
事
務
的
負
担

を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712

〇
軽
自
動
車
等
を
手
放
し
て
も
申
告
し
な
け
れ
ば
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
軽
自
動
車
等
を
売
却
、譲
渡
又
は
解
体
し
て
い
て
も
、4
月
1
日
時
点
で
廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続

き
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

〇
廃
車
を
業
者
に
委
託
し
た
か
ら
と
い
っ
て
安
心
し
て
は
い
け
な
い
！？

　
4
月
1
日
間
際
は
窓
口
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。廃
車
を
委
託
し
た
業
者
が
4
月
1
日
ま
で
に
手

続
き
を
済
ま
せ
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、お
早
目
に
手
続
き
を
依
頼
す
る
か
ご
自
身
で
済

ま
せ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。



■納付方法・納付場所 村
税
・
料
金
の
お
支
払
い
に

つ
い
て

   お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714　税務課　電話：0261-85-0712　住民課　電話：0261-85-0715

上下
水道料金

後期高齢者
医療保険料

国民健康
保険税

口座振替 ◯ ◯ ◯

現金払
（金融機関及び役場会計室） ◯ ◯ ◯

現金払
（コンビニエンスストア） ◯ − ◯

クレジットカード決済　※ 1

（税務課窓口及びインターネット） − − ◯

スマートフォン決済
（PayPay または LINE Pay） − − ◯

3
月
納
期
の
村
税
及
び
料
金

国
民
健
康
保
険
税	

第
10
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料	

第
８
期
分

上
下
水
道
料
金	

３
月
請
求
分

納期限及び
口座振替日

3
22火

※1：税務課窓口では3.24%、インターネットでは税額に応じた手数料が別途かかります。

7

お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712

４
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
開
始

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
の
ご
案
内

村
税
等
の
納
期
限
変
更
の

お
知
ら
せ

白
馬
村
の
税
金
が
、エ
フ
レ
ジ
公
金
支
払
い「
白
馬
村
税
納
付
サ
イ
ト
」

か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
２
０
２
２
年
３
月
末

に
ヤ
フ
ー
公
金
支
払
い（
都
度
払
い
方
式
）の
サ
ー
ビ
ス
終
了
に
伴
い
、４

月
１
日
か
ら
エ
フ
レ
ジ
公
金
支
払
い
の
取
扱
い
を
開
始
し
ま
す
。

○
納
付
で
き
る
村
の
税
金　

村
県
民
税（
普
通
徴
収
）

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

国
民
健
康
保
険
税

○
使
用
で
き
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
取
扱
い
で
き
な
い
納
付
書

バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
も
の

納
付
書
１
枚
当
た
り
の
金
額
が
30
万
円
を
超
え
る
も
の

　

	

破
損
・
汚
損
な
ど
で
バ
ー
コ
ー
ド
の
読
取
り

が
で
き
な
い
も
の

○
ご
利
用
方
法

①
白
馬
村
税
納
付
サ
イ
ト
に
接
続
す
る

②
注
意
事
項
を
確
認
す
る

③	

納
付
書
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
バ
ー
コ
ー

ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
読
み
取
る

④
読
み
取
り
後
、納
付
情
報
を
確
認
す
る

⑤	

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
を
入
力
し
決

済
す
る

○
シ
ス
テ
ム
利
用
料
に
つ
い
て

　

	

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
ご
利
用
の
場

合
、下
表
の
利
用
料
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま

す
。

令和４年4月から、下記村税等の納期限が、従来の毎月25日から月末日へ変更になります。なお、口座振替日は従来
どおり25日となりますので、ご利用の方は前日までに残高をご確認ください。（月末日が土日祝日にあたる場合は、直
後の土日祝日以外の日が納期限・口座振替日となります。）
※上下水道料につきましては、従来どおり納期限・口座振替日ともに毎月25日です。

納付金額 システム
利用料（税込）

1円～10,000円 110円
10,001円～20,000円 220円
20,001円～30,000円 330円
30,001円～40,000円 440円
40,001円～50,000円 550円

税

令和4年度　納期限・口座振替日程表
税・料金等 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
納期限日 5月2日 5月31日 6月30日 8月1日 8月31日 9月30日 10月31日 11月30日 12月26日 1月31日 2月28日 3月31日
口座振替日 4月25日 5月25日 6月27日 7月25日 8月25日 9月26日 10月25日 11月25日 12月26日 1月25日 2月27日 3月27日
村県民税 1期 2期 3期 4期
固定資産税 1期 2期 3期 4期
軽自動車税 1期
国民健康保険税 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期

後期高齢者医療保険料 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

保育料 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
児童クラブ利用料 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
上下水道料 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

納期限・口座振替日 4月25日 5月25日 6月27日 7月25日 8月25日 9月26日 10月25日 11月25日 12月26日 1月25日 2月27日 3月27日
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今
月
号
は
、１
月
号
に
引
き
続
き
、障
害
福
祉

計
画
で
定
め
て
い
る
３
つ
の
柱（
成
果
目
標
）に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

☆�

３
つ
目
の
柱
：
福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労

へ
の
移
行
等
っ
て
ど
の
よ
う
な
も
の
？

概
要

　
福
祉
施
設
を
利
用
し
て
い
る
方
が
、就
労
へ
移

行
す
る
た
め
の
事
業
等
を
通
じ
て
一
般
就
労
へ

移
行
し
、定
着
し
て
働
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　【
国
の
基
本
方
針
】

・	

令
和
５
年
度
末
ま
で
に
、令
和
元
年
度
実
績
の

1
．2
7
倍
以
上
の
一
般
就
労
へ
の
移
行
実
績

を
達
成
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

・	

就
労
移
行
支
援（
※
１
）に
つ
い
て
は
、令
和
５

年
度
末
ま
で
に
令
和
元
年
度
実
績
の
1
．3
0

倍
以
上
の
一
般
就
労
へ
の
移
行
実
績
を
達
成
す

る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

・	

就
労
継
続
支
援
A
型（
※
２
）に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
度
末
ま
で
に
令
和
元
年
度
実
績
の

1
．2
6
倍
以
上
の
一
般
就
労
へ
の
移
行
実
績

を
達
成
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

・	

就
労
継
続
支
援
B
型（
※
２
）に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
度
末
ま
で
に
令
和
元
年
度
実
績
の

1
．2
3
倍
以
上
の
一
般
就
労
へ
の
移
行
実
績

を
達
成
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

・	

就
労
定
着
支
援（
※
３
）の
利
用
者
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
度
に
お
け
る
就
労
移
行
支
援
等
を
通

じ
て
一
般
就
労
に
移
行
す
る
者
の
う
ち
、７
割

が
就
労
定
着
支
援
事
業
を
利
用
す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
。

※
１
：�

一
般
企
業
な
ど
へ
就
労
を
希
望
す
る
人
に
、

一
定
期
間
、就
労
に
必
要
な
知
識
及
び
能

力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
を
行
う

も
の
。

※
２：�

一
般
企
業
で
の
就
労
が
困
難
な
人
に
、働

く
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、就
労
に
必

要
な
知
識
及
び
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必

要
な
訓
練
を
行
う
も
の
。（
A
型
＝
雇
用

型
、B
型
＝
非
雇
用
型
）

※
３
：�

就
労
移
行
支
援
等
の
利
用
を
経
て
、一
般

就
労
へ
移
行
し
た
障
が
い
の
あ
る
人
で
、

就
労
に
伴
う
環
境
変
化
に
よ
り
生
活
面
の

課
題
が
生
じ
て
い
る
人
に
対
し
、相
談
を

通
じ
て
生
活
面
の
課
題
把
握
、関
係
機
関

等
と
の
連
絡
調
整
等
を
行
う
も
の
。

【
白
馬
村
の
成
果
目
標
】

現
状

・	

令
和
元
年
度
末
の
福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労
移

行
者
数
：
０
人

・	

就
労
移
行
支
援
、就
労
継
続
支
援
A
・
B
型
に

お
け
る
令
和
元
年
度
末
の
一
般
就
労
移
行
者

数
：
０
人

・�

令
和
５
年
度
末
ま
で
に
お
け
る
福
祉
施
設
か
ら

の
一
般
就
労
移
行
者
数
：
５
人

・�

令
和
５
年
度
末
ま
で
に
お
け
る
就
労
移
行
支
援

利
用
者
の
一
般
就
労
移
行
者
数
：
３
人

・�

令
和
５
年
度
末
ま
で
に
お
け
る
就
労
継
続
支
援

A
型
利
用
者
の
一
般
就
労
移
行
者
数
：
１
人

・�

令
和
５
年
度
末
ま
で
に
お
け
る
就
労
継
続
支
援

B
型
利
用
者
の
一
般
就
労
移
行
者
数
：
１
人

・�

令
和
５
年
度
末
に
お
け
る
就
労
移
行
支
援
等
を

通
じ
て
一
般
就
労
に
移
行
す
る
者
の
う
ち
、就

労
定
着
支
援
の
利
用
者
：
１
人

　

就
労
移
行
支
援
、就
労
継
続
支
援
A
・
B
型
に

つ
い
て
、ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、健
康

福
祉
課
ま
た
は
大
北
圏
域
の
総
合
相
談
窓
口
と
な

り
ま
す
大
北
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー「
ス

ク
ラ
ム
・
ネ
ッ
ト
」へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

大
北
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー「
ス
ク
ラ

ム
・
ネ
ッ
ト
」

〒
3
9
8-

0
0
0
2
大
町
市
大
町
1
1
2
9　

大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

T
E
L：
0
2
6
1-

2
6-

3
8
5
5

F
A
X
：
0
2
6
1-

2
6-

3
8
5
6

E-m
ail

：sukuram
ujp@

om
achishakyo.

org☆
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座（
障
が
い
に
関
す
る
マ
ー
ク
）

　

日
常
生
活
の
中
で
駅
や
公
共
施
設
等
で
様
々

な
マ
ー
ク
を
見
か
け
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
マ
ー
ク
を
理
解
す
る
こ
と
が

共
生
社
会
実
現
に
向
け
た
第
１
歩
と
な
り
ま
す
。

１
月
号
に
引
き
続
き
、障
が
い
に
関
す
る
マ
ー
ク

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

○
耳
マ
ー
ク

　

聞
こ
え
が
不
自
由
な
こ
と

を
表
す
と
同
時
に
、聞
こ
え
な

い
人
・
聞
こ
え
に
く
い
人
へ
の

配
慮
を
表
す
マ
ー
ク
で
す
。

　
聴
覚
障
が
い
者
は
見
た
目
に
は
分
か
ら
な
い

た
め
に
、誤
解
さ
れ
た
り
、不
利
益
を
被
っ
た
り
、

社
会
生
活
上
で
不
安
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
マ
ー
ク
を
提
示
さ
れ
た
場
合
は
、相
手
が

「
聞
こ
え
な
い
・
聞
こ
え
に
く
い
」こ
と
を
理
解
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
等
へ
の
配
慮
に

つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

所
管
：
一
般
社
団
法
人
全
日
本
難
聴
者
・
中
途
失

聴
者
団
体
連
合
会

○ 

オ
ス
ト
メ
イ
ト
／
オ
ス
ト
メ

イ
ト
用
設
備
マ
ー
ク

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
は
、が
ん
な
ど
で
人
口
肛

門
・
人
工
膀
胱
を
造
設
し
て
い
る
排
泄
機
能
に

障
が
い
の
あ
る
障
が
い
者
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
こ
の
マ
ー
ク
は
、オ
ス
ト
メ
イ
ト
で
あ
る
事
と
、

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
為
の
設
備（
オ
ス
ト
メ
イ
ト

対
応
の
ト
イ
レ
）が
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
マ
ー
ク
を
見
か
け
た
場
合
に
は
、オ
ス

ト
メ
イ
ト
と
し
て
身
体
内
部
に
障
が
い
の
あ
る

障
が
い
者
で
あ
る
こ
と
、及
び
そ
の
ト
イ
レ
が

オ
ス
ト
メ
イ
ト
に
配
慮
さ
れ
た
ト
イ
レ
で
あ
る

こ
と
に
、ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

所
管
：
公
益
財
団
法
人
交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
モ
ビ

リ
テ
ィ
財
団

○
次
回
：
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
見
込
量
と

今
後
の
施
策
に
つ
い
て

「
障
害
」表
記
に
つ
い
て
は
、「
白
馬
村
障
害
の

「
害
」ひ
ら
が
な
表
記
取
扱
指
針
」に
基
づ
い
て

い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ　

障
害
福
祉
計
画
・
障
害
児
福
祉
計
画
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？　

No
11

【
障
害
福
祉
計
画
で
定
め
て
い
る
３
つ
の
柱�

P
a
r
t
3
】

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713
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お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

令
和
４
年
度
の
温
泉
施
設
利
用
券
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
！

成
年
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
う
新

成
人
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
ご

注
意
く
だ
さ
い

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
使
用
す
る
温
泉
施
設
利
用

助
成
券
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、申
請
書
に
ご
記
入
の
上
、

役
場
健
康
福
祉
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

利
用
券
は
後
日
郵
送
し
ま
す
。な
お
、申
請
書
の

用
紙
は
、役
場
健
康
福
祉
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

１ 

助
成
の
目
的

　

入
浴
に
よ
り
外
出
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
介
護

予
防
に
つ
な
げ
、在
宅
福
祉
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

２ 

助
成
の
方
法

　
温
泉
入
浴
料
の
助
成
を
希
望
す
る
方
に
、申
請
書

の
提
出
に
よ
り
、入
浴
１
回
に
つ
き
４
０
０
円
の
利

用
券
を
交
付
し
ま
す
。

　

利
用
券
の
交
付
枚
数
は
、一
年
度（
４
月
か
ら
翌

年
３
月
ま
で
）12
回
分
を
交
付
し
ま
す
。年
度
途
中

の
場
合
は
、申
請
し
た
月
も
含
め
、残
り
の
月
数
に

１
枚
の
割
合
で
交
付
し
ま
す
。

３　
利
用
券
交
付
対
象
者

　
白
馬
村
に
住
民
票
の
あ
る
、次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
が
利
用
券
の
交
付
を
申
請
で
き
ま
す
。

（
1
）満
65
歳
以
上
の
方

（
2
）	身
体
や
精
神
等
に
障
が
い
の
あ
る
方（
手
帳
所

持
者
）

（
3
）ひ
と
り
親
家
庭
等
の
小
学
生
以
下
の
方

※	

助
成
対
象
者
が
属
す
る
世
帯
に
、村
税
、上
下
水

道
料
金
等
を
滞
納
し
て
い
る
方
が
い
る
場
合
に

は
、利
用
券
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

４ 

利
用
券
の
利
用
方
法

　
利
用
券
１
枚
と
、入
浴
料
金
か
ら
４
０
０
円
を
差

し
引
い
た
金
額
を
、登
録
を
受
け
た
温
泉
の
窓
口
で

支
払
い
ま
す
。回
数
券
の
購
入
、入
浴
割
引
と
重
複

し
た
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

５ 

利
用
で
き
る
温
泉

　
公
衆
浴
場
の
許
可
を
受
け
て
あ
り
、村
に
登
録
し

た
温
泉
で
利
用
券
が
使
え
ま
す
。

　
（
詳
細
は
利
用
券
交
付
時
に
同
封
さ
れ
る
通
知
書

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

民
法
改
正
に
よ
り
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
成

人
年
齢
が
18
歳
に
な
り
ま
す
。

成
人
に
な
る
と
、親
な
ど
の
法
定
代
理
人
の
同

意
が
な
く
て
も
、自
分
の
意
志
で
契
約
が
で
き
た

り
、高
校
生
で
も
ロ
ー
ン
を
組
ん
だ
り
、ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

未
成
年
者
の
場
合
、親
な
ど
の
法
定
代
理
人
の

同
意
が
な
い
契
約
に
つ
い
て
は
取
り
消
す
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、成
人
に
な
る
と
民
法
の「
未
成

年
者
取
消
権
」に
基
づ
く
取
り
消
し
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、保
護
が
な
く
な
っ
た
高
校
・
大

学
在
学
中
の
新
成
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
悪

質
商
法
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
も
巻
き
込
ま
れ
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
契
約
や
買
い
物
は
、し
っ
か
り
と「
考
え
て
」か

ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ

〇	

契
約
や
買
い
物
で「
困
っ
た
な
」と
思
っ
た
ら

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

〇
賃
金
業
に
関
す
る
問
合
せ

　

	

日
本
賃
金
業
協
会　

賃
金
業
相
談
・
紛
争
解
決

セ
ン
タ
ー　
０
５
７
０

－

０
５
１

－

０
５
１

　

関
東
財
務
局
長
野
財
務
事
務
所
理
財
課　

	　

　
０
２
６

－

２
３
４

－

５
１
２
５

〇
警
察
に
対
す
る
相
談
は

　
＃
９
１
１
０
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ク
リ
ー
ン
コ
ス
モ
姫
川
（
し
尿
処
理
施
設
）
の
状
況
に
つ
い
て

～
し
尿
等
下
水
道
投
入
施
設
整
備
に
向
け
て
～

長
野
県
収
入
証
紙　

取
り
扱
い

終
了
の
お
知
ら
せ

ク
リ
ー
ン
コ
ス
モ
姫
川（
し
尿
処
理
施
設
）は
、白
馬
村
と
小
谷
村
の
生

し
尿
と
浄
化
槽
汚
泥
を
処
理
す
る
た
め
、平
成
６
年
４
月
に
稼
働
を
開
始

し
て
か
ら
27
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

現
在
は
、下
水
道
の
普
及
や
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
処
理
量
も
年
々
減

少
し
、平
成
６
年
当
時
と
比
較
し
て
２
８
．
５
％
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

処
理
量
の
減
少
、経
年
劣
化
に
よ
る
整
備
費
用
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、白
馬
村
と
小
谷
村
で
は
対
応
策
の
検
討
を
重
ね
た
結
果
、し
尿
等

を
下
水
と
一
元
的
に
処
理
す
る
方
法
が
最
善
で
あ
る
と
し
て
、し
尿
等
下

水
道
投
入
施
設
の
建
設
に
向
け
て
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

投
入
施
設
建
設
に
あ
た
り
生
し
尿
と
浄
化
槽
汚
泥
を
下
水
道
で
処
理

す
る
場
合
、維
持
管
理
費
を
含
め
た
処
理
費
用
の
大
幅
な
縮
減
が
期
待
で

き
る
一
方
で
、建
設
候
補
地
と
し
て
は「
下
水
道
の
本
管
が
埋
設
さ
れ
て

い
る
」「
住
宅
地
か
ら
離
れ
て
い
る
」「
希
釈
水
が
確
保
で
き
る
」な
ど
と
い
っ

た
場
所
が
条
件
と
な
り
ま
す
が
、一
刻
も
早
く
投
入
施
設
を
建
設
し
て
住

民
負
担
の
軽
減
と
処
理
の
安
定
を
図
る
た
め
、投
入
施
設
の
候
補
地
を
選

定
し
建
設
に
向
け
て
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

白
馬
村
役
場
会
計
室
に
お
い
て
長
野
県
収
入

証
紙
を
取
り
扱
い
し
て
い
ま
し
た
が
、令
和
４
年

３
月
31
日
を
も
っ
て
取
り
扱
い
を
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。な

お
、近
隣
で
の
取
り
扱
い
場
所
は
左
記
の
と

お
り
に
な
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬山麓事務組合　電話：0261-85-5585

お問合せ　白馬村役場　会計室　電話：0261-85-0719

<クリーンコスモ姫川（し尿処理施設）>
◎施設概要
　処理方法:高負荷膜分離生物脱窒素処理+高度処理
　処理能力:	45KL/ 日（生し尿26KL、浄化槽汚泥

19KL）
　施設開始:平成6年4月～
　処理実績:	令和2年度　3,696KL（生し尿1,413KL、
　　　　	　	浄化槽汚泥2,067KL、農集排216KL）
　搬 入 率:	令和2年度　37.5%（搬入量3,696KL

÷定格量（45KL×219日））
　そ の 他:焼却設備は休止し、汚泥処理は外部委託
◎維持管理
　処理委託:長期包括業務（H29～R3の5年間）
　委 託 料:	648,000千円（1年間平均　129,600

千円）　※処理実績等により変更あり
　委 託 先:住友重機械エンバイロメイト（株）
　委託内容:	運転管理、ユーティリティの発注管理、

施設整備補修処理の状況

長野県収入証紙　大北地区　売りさばき場所一覧
売りさばき場所 住所 電話番号

大北農業協同組合神城支所 白馬村大字神城 21494 0261-75-2111
大北農業協同組合白馬支所 白馬村大字北城 6379 0261-72-2010

一般財団法人長野県建築士
活動センター大町支所

大町市大町 1058-2
大町合同庁舎大町建設事務
所整備・建築課内

0261-22-5208

北アルプス食品衛生協会 大町市大町 1058-2 大町合
同庁舎内 0261-22-0155

大町地区交通安全協会 大町市大町 2895 大町警察
署内 0261-23-5250

大町地区自家用自動車協会 大町市大町 3341-5 0261-22-1276

大北地区危険物安全協会 大町市大町 4724-1 北アル
プス広域消防本部内 0261-22-0166

（株）公認大町自動車教習所 大町市平 1193 0261-22-1510
【その他主な売りさばき場所】

大北農業協同組合各支所

処理の状況
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お問合せ　白馬山麓事務組合　電話：0261-85-5585　FAX：0261-85-0723

お問合せ　公益社団法人日本獣医師会　電話：03-6384-5320　メール infomc@nichiju.or.jp
　　　　　　　　　　　　　　住民課　電話：0261-85-0715

犬
や
猫
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の

装
着
義
務
化
に
つ
い
て

白
馬
高
校
　
生
徒
の
下
宿
先
＆

し
ろ
う
ま
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す

令
和
4
年
6
月
1
日
か
ら
、ブ
リ
ー
ダ
ー
や
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
等

で
販
売
さ
れ
る
犬
や
猫
に
つ
い
て
、マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着
が
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、ブ
リ
ー
ダ
ー
や
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

等
で
購
入
し
た
犬
や
猫
に
は
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
が
装
着
さ
れ
て
お
り
、

飼
い
主
に
な
る
際
に
は
、自
身
の
飼
い
主
の
情
報
に
変
更
す
る
登
録

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
が
装
着
さ
れ
て

い
な
い
犬
や
猫
を
譲
り
受
け
た
場
合
や
、拾
っ
た
犬
や
猫
に
自
身
で

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
た
場
合
に
は
、飼
い
主
の
情
報
の
登
録

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
の
詳
細
は
、後
日「
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

犬
や
猫
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
、既
存
の
民
間
登
録
団
体（
F
a
m
、

J
K
C
、A
I
P
O
な
ど
）に
登
録
し
て
い
る
飼
い
主
の
方
へ

環
境
省
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
登
録
サ
イ
ト「
犬
と
猫
の
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
情
報
登
録
」が
、令
和
４
年
６
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、犬
や
猫
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
既
存
の
民
間
登
録
団

体
に
て
登
録
し
て
い
る
飼
主
の
方
は
、令
和
４
年
５
月
31
日
ま
で
に

「
移
行
登
録
サ
イ
ト
」に
ア
ク
セ
ス
し
、手
続
き
を
行
う
こ
と
で
、無

料
で
環
境
省
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
も
登
録
で
き
ま
す
。

※�

本
サ
イ
ト
で
登
録
受
付
後
、現
在
、登
録
さ
れ
て
い
る
登
録
団
体
に
、

登
録
が
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
行
い
ま
す
。登
録
が
な
か
っ
た

場
合
に
は
、装
着
・
登
録
が
証
明
で
き
な
い
た
め
移
行
登
録
は
で

き
ま
せ
ん
。

※�

環
境
省
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
る
の
は
、

令
和
４
年
６
月
１
日
と
な
り
ま
す
。

●
下
宿
先

白
馬
高
校
で
は
毎
年
、
県
外
等
の
遠
方
か
ら
入
学
す
る
生
徒
が
い
ま
す
。

白
馬
山
麓
事
務
組
合
白
馬
高
校
支
援
係
（
以
下
、
支
援
係
）
で
は
、
親
元
を
離
れ
一
人
暮

ら
し
を
す
る
生
徒
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
下
宿
先
を
募
集
し
ま
す
。（
登
録
制
）

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【
白
馬
山
麓
事
務
組
合
】
生
徒

の
下
宿
先
を
募
集
し
ま
す
【
白
馬
高
校
】
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
勉
強
・
部
活
動
に
も
熱
心
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
支
援
係
に
も
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〈
受
け
入
れ
先
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
〉

1.
　
対
象
生
徒
：
県
外
等
か
ら
入
学
し
た
白
馬
高
校
の
生
徒（
男
子
及
び
女
子
）

2.
　
生
徒
対
応
：
基
本
的
な
生
活
習
慣
に
つ
い
て
、指
導
と
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
•
食
　
事
：�

1
日
3
食
の
食
事
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。（
提
供
方
法
に
つ
い
て
は
要
相

談
）

　
　
•
清
　
掃
：
自
分
の
部
屋
・
共
同
ス
ペ
ー
ス
の
掃
除
を
生
徒
に
促
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
•
洗
　
濯
：
洗
濯
機
を
お
借
り
し
て
生
徒
自
身
が
行
い
ま
す
。

　
　
•
そ
の
他
：
生
徒
の
健
康
・
安
全
面
に
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

3.
　
経
費
：
支
援
係
か
ら
下
宿
先
に
補
助
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
し
ろ
う
ま
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

県
外
等
か
ら
入
学
し
、寮
生
・
下
宿
生
と
な
っ
た
生
徒
と
定
期
的
に
交
流
し
て
い
た
だ
け

る『
し
ろ
う
ま
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
』を
募
集
し
ま
す
。（
登
録
制
）

し
ろ
う
ま
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
、登
録
し
て
い
た
だ
い
た
方
と
生
徒
と
の
希
望
を
照

ら
し
合
わ
せ
、年
に
数
回
交
流
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

例
を
挙
げ
る
と
、「
ご
家
庭
に
招
い
て
食
事
を
す
る
」、「
地
域
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
す
る
」「
ご
家
族
と
一
緒
に
村
外
に
出
か
け
る
」と
い
っ
た
も
の
で
す
。

ご
登
録
い
た
だ
け
る
方
は
、白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ【
白
馬
山
麓
事
務
組
合
】

し
ろ
う
ま
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す【
白
馬
高
校
】よ
り『
登
録
用
紙
』を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
き
、必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、白
馬
山
麓
事
務
組
合
ま
で
提
出（
郵
送
・

F
A
X
可
）し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
用
紙
は
支
援
係
で
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　　　↑
手続きはこちら（https://www.aipo.jp/transfe）
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「
白
馬
村
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
」

Ⅰ
　
計
画
策
定
の
背
景

Ⅳ
　
目
標
達
成
に
向
け
た
施
策
  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅴ
　
再
エ
ネ
導
入
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

Ⅵ
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
達
成
に
よ
る
快
適
な
省
エ
ネ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現

Ⅱ
　
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
現
状

Ⅲ
　
計
画
の
目
標

～
白
馬
村
気
候
非
常
事
態
宣
言
に
向
け
た
基
本
計
画
～
　
　

村
民
の
取
り
組
み

①
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
践

・省
エ
ネ
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ット
な
ど
を
参
考
に
し
て
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動
を
実
践

・食
品
ロ
ス
や
生
ご
み
の
減
量
等
、ご
み
の
発
生
抑
制
の
実
践

・環
境
学
習
や
環
境
保
全
活
動
等
へ
の
参
加

・再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
つ
く
ら
れ
た
電
力
を
販
売
す
る
電
気
事
業
者
か
ら
電

力
の
購
入
 

②
環
境
に
配
慮
し
た
住
ま
い
づ
く
り

・省
エ
ネ
型
の
照
明
や
家
電
へ
の
交
換
、エ
コ
カ
ー
な
ど
、高
効
率
機
器
等
の
導
入

・太
陽
光
発
電
、太
陽
熱
給
湯
器
や
薪
ス
ト
ー
ブ
等
の
導
入

・う
ち
エ
コ
診
断
の
受
診

・新
築
改
築
時
に
お
い
て
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
高
い
住
宅
(Z
EH な

ど
)へ
の
転
換

③
2050ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
の
着
実
な
実
現
に
向
け
た
主
体
的
な
関
与

事
業
者・行

政
の
取
り
組
み
 

①
環
境
に
配
慮
し
た
事
業
活
動
の
実
践

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
情
報
等
を
参
考
に
し
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動
を
実
践

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
や
職
場
に
お
け
る
環
境
教
育
を
推
進

事
業
活
動
に
お
け
る
ご
み
の
発
生
抑
制
の
実
践

②
事
業
所
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
等

省
エ
ネ
型
照
明
や
高
効
率
空
調
設
備
等
へ
の
交
換
、
エ
コ
カ
ー
な
ど
、
環
境
性
能
の
高
い
機
器
等
の
導
入

太
陽
光
発
電
、
太
陽
熱
利
用
設
備
や
蓄
電
機
器
等
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入

主
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
つ
く
ら
れ
た
電
力
を
販
売
す
る
電
気
事
業
者
か
ら
電
力
の
購
入

建
物
の
建
築
改
修
時
に
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
高
い
建
築
物
(ZEB

な
ど
)へ
の
転
換

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
や
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
て
、
施
設
改
修
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
の
改
善
を
実
践

③
行
政
の
役
割

計
画
共
有
と
推
進

補
助
金
支
援
及
び
環
境
整
備

民
間
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等

■
2016

年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、
113,358t-C

O
2

■
部
門
別
排
出
量
割
合

　
業
務
そ
の
他
、
家
庭
、
宿
泊
、

   自
動
車
の
排
出
割
合
の
合
計
が
87％

と
な
っ
て
い
る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実
現
に
向
け
た
基
本
方
針

1
再
エ
ネ
導
入
目
標

4
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
基
本
戦
略

2
温
室
効
果
ガ
ス
の
将
来
推
計

3

■
2050年

に
RE100を

達
成
す
る
た
め
の
再
エ
ネ
導
入
目
標
を
策
定
。

■
自
家
消
費
型
の
太
陽
光
発
電
や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
内
の
水
力
発
電
所
や
農

業
用
水
路
で
の
水
力
発
電
所
で
足
り
な
い
分
は
既
存
の
ダ
ム
の
水
力
発

電
か
ら
調
達
。

■
開
発・設

置
に
あ
た
っ
て
は
、景
観
へ
の
配
慮
等
含
め
て
地
域
住
民
と

の
合
意
形
成
に
留
意
す
る
。

■
計
画
の
本
編
は
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
４
月
号
か
ら「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た
村
民
の
取
り
組
み
」を
シ
リ
ー
ズ
掲
載
し
ま
す
。

■
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成
に
向
け
、別
途
印
刷
し
た
概
要
版
の
全
戸
配
布
は
行
い
ま
せ
ん
。こ
の
ペ
ー
ジ
を
切
り
離
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
　
白
馬
村
役
場
　
総
務
課
　
電
話：0261-72-7002

初
期
投
資
の
有
無
や
立
地
条
件
等
の
メ
リ
ット・デ

メ
リ
ット
が
あ
る
た
め
、各
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
特
性
を
理
解
し
た
上
で
、適
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　
白
馬
村
は
、雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス
白
馬
連
峰
の
も
と
、国
内
外
の

人
々
を
魅
了
す
る
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
を
含
め
、四
季
を
通
じ
て
類
い
稀

な
山
岳
自
然
環
境
と
、里
山
を
は
じ
め
姫
川
源
流
な
ど
豊
か
で
美
し
い

自
然
と
景
観
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。と
り
わ
け
豊
富
で
良
質
な
降
雪
に

支
え
ら
れ
た
冬
季
の
観
光
に
と
っ
て
、地
球
温
暖
化
は
深
刻
な
問
題

で
あ
り
、地
域
の
観
光
や
住
民
の
生
活
を
脅
か
す
身
近
な
問
題
と
し

て
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。　

　
人
類
の
活
動
を
原
因
と
す
る
気
候
変
動
に
よ
っ
て
劣
化
す
る
地
球

環
境
は
、も
は
や
持
続
可
能
と
は
言
え
ず
、危
機
的
状
況
に
あ
る
と
誰

も
が
認
識
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。地
球
温
暖
化
に
起
因
す
る
気

候
変
動
は
、本
村
に
と
っ
て
も
極
め
て
深
刻
な
脅
威
で
あ
り
、雄
大
な

自
然
の
恵
み
を
受
け
て
き
た
本
村
だ
か
ら
こ
そ
、村
民
と
と
も
に
気
候

変
動
に
対
し
て
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、2019

年
12月

に「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」、2020年

2月
に「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
」を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
宣
言
に
向
け
た
基
本
的
方
針
に
つ
い
て
協
議
す
る
た

め
、令
和
２
年
に
白
馬
村
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
基
本

方
針
等
連
絡
協
議
会
設
立
準
備
会
、令
和
３
年
に
白
馬
村
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
基
本
方
針
等
連
絡
協
議
会
を
設
置
し
、

次
世
代
へ
の
効
果
的
か
つ
総
合
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
を
展
開

し
、地
球
温
暖
化
対
策
及
び
低
炭
素
社
会
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、地
域
の
特
性
を
最
大
限
に
生
か
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
活
用
、更
に
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
検
討
の
結
果
を
ふ
ま
え
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
達
成
に
向
け
た
明
確

な
道
筋
を
描
く
た
め
、本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

環
境
に
配
慮
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
よ
り
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
削
減
し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
を

高
め
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
に
よ
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

の
削
減
を
図
り
ま
す
。

村
民
一
人
ひ
と
り
や
村
内
の
事
業
者
、行
政
が
一
丸
と
な
っ

て
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

豊
か
な
自
然
資
源
を
活
か
し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

に
よ
る
地
域
経
済
循
環
の
創
出
を
図
り
、持
続
可
能
な
村

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

自
然
環
境
に
つ
い
て
知
る
た
め
の
学
び
や
、保
全
の
た
め

の
行
動
を
通
じ
て
、恵
ま
れ
た
村
の
自
然
を
将
来
世
代
に

引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。

12345

2050年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
達
成
に
向
け
て
、

以
下
の
基
本
方
針
を
掲
げ
ま
す
。

屋
根
等
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
自
分
で
設
置
し
、購
入
電
力

量
を
削
減
 

屋
根
等
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
PPA

事
業
者
が
設
置
し
、電

力
使
用
量
分
だ
け
毎
月
支
払
う

遠
隔
地
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
PPA

事
業
者
が
設
置
し
、電

力
使
用
量
分
だ
け
毎
月
支
払
う

施
設
、再
エ
ネ
発
電
、蓄
電
池
等
を
独
自
の
電
線
で
連
携

し
、電
力
の
受
給
管
理
す
る
仕
組
み
 

J－
ク
レ
ジ
ット
や
非
化
石
証
書
等
の
再
エ
ネ
価
格
を
購
入

し
、C
O
2削
減
効
果
に
利
用
 

再
エ
ネ
購
入
に
意
欲
的
な
需
要
家
を
多
く
集
め
、購
買
力
を
高

め
た
上
で
、電
力
販
売
会
社
か
ら
の
調
達
費
用
を
落
と
す
ス

キ
ー
ム

手
法
名

内
容

太
陽
光
パ
ネ
ル
自
己
設
置

オ
ン
サ
イ
ト
PPA

（
初
期
投
資
な
し
）

オ
フ
サ
イ
ト
PPA

自
営
線
モ
デ
ル

環
境
価
値
購
入

再
エ
ネ
電
力
の
共
同
購
入

〈
シ
リ
ー
ズ
第
1
回
〉
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「
白
馬
村
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
」

Ⅰ
　
計
画
策
定
の
背
景

Ⅳ
　
目
標
達
成
に
向
け
た
施
策
  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅴ
　
再
エ
ネ
導
入
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

Ⅵ
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
達
成
に
よ
る
快
適
な
省
エ
ネ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現

Ⅱ
　
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
現
状

Ⅲ
　
計
画
の
目
標

～
白
馬
村
気
候
非
常
事
態
宣
言
に
向
け
た
基
本
計
画
～
　
　

村
民
の
取
り
組
み

①
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
践

・省
エ
ネ
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ット
な
ど
を
参
考
に
し
て
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動
を
実
践

・食
品
ロ
ス
や
生
ご
み
の
減
量
等
、ご
み
の
発
生
抑
制
の
実
践

・環
境
学
習
や
環
境
保
全
活
動
等
へ
の
参
加

・再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
つ
く
ら
れ
た
電
力
を
販
売
す
る
電
気
事
業
者
か
ら
電

力
の
購
入
 

②
環
境
に
配
慮
し
た
住
ま
い
づ
く
り

・省
エ
ネ
型
の
照
明
や
家
電
へ
の
交
換
、エ
コ
カ
ー
な
ど
、高
効
率
機
器
等
の
導
入

・太
陽
光
発
電
、太
陽
熱
給
湯
器
や
薪
ス
ト
ー
ブ
等
の
導
入

・う
ち
エ
コ
診
断
の
受
診

・新
築
改
築
時
に
お
い
て
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
高
い
住
宅
(Z
EH な

ど
)へ
の
転
換

③
2050ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
の
着
実
な
実
現
に
向
け
た
主
体
的
な
関
与

事
業
者・行

政
の
取
り
組
み
 

①
環
境
に
配
慮
し
た
事
業
活
動
の
実
践

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
情
報
等
を
参
考
に
し
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動
を
実
践

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
や
職
場
に
お
け
る
環
境
教
育
を
推
進

事
業
活
動
に
お
け
る
ご
み
の
発
生
抑
制
の
実
践

②
事
業
所
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
等

省
エ
ネ
型
照
明
や
高
効
率
空
調
設
備
等
へ
の
交
換
、
エ
コ
カ
ー
な
ど
、
環
境
性
能
の
高
い
機
器
等
の
導
入

太
陽
光
発
電
、
太
陽
熱
利
用
設
備
や
蓄
電
機
器
等
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入

主
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
つ
く
ら
れ
た
電
力
を
販
売
す
る
電
気
事
業
者
か
ら
電
力
の
購
入

建
物
の
建
築
改
修
時
に
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
高
い
建
築
物
(ZEB

な
ど
)へ
の
転
換

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
や
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
て
、
施
設
改
修
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
の
改
善
を
実
践

③
行
政
の
役
割

計
画
共
有
と
推
進

補
助
金
支
援
及
び
環
境
整
備

民
間
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等

■
2016

年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、
113,358t-C

O
2

■
部
門
別
排
出
量
割
合

　
業
務
そ
の
他
、
家
庭
、
宿
泊
、

   自
動
車
の
排
出
割
合
の
合
計
が
87％

と
な
っ
て
い
る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実
現
に
向
け
た
基
本
方
針

1
再
エ
ネ
導
入
目
標

4
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
基
本
戦
略

2
温
室
効
果
ガ
ス
の
将
来
推
計

3

■
2050年

に
RE100を

達
成
す
る
た
め
の
再
エ
ネ
導
入
目
標
を
策
定
。

■
自
家
消
費
型
の
太
陽
光
発
電
や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
内
の
水
力
発
電
所
や
農

業
用
水
路
で
の
水
力
発
電
所
で
足
り
な
い
分
は
既
存
の
ダ
ム
の
水
力
発

電
か
ら
調
達
。

■
開
発・設

置
に
あ
た
っ
て
は
、景
観
へ
の
配
慮
等
含
め
て
地
域
住
民
と

の
合
意
形
成
に
留
意
す
る
。

■
計
画
の
本
編
は
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
４
月
号
か
ら「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た
村
民
の
取
り
組
み
」を
シ
リ
ー
ズ
掲
載
し
ま
す
。

■
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成
に
向
け
、別
途
印
刷
し
た
概
要
版
の
全
戸
配
布
は
行
い
ま
せ
ん
。こ
の
ペ
ー
ジ
を
切
り
離
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
　
白
馬
村
役
場
　
総
務
課
　
電
話：0261-72-7002

初
期
投
資
の
有
無
や
立
地
条
件
等
の
メ
リ
ット・デ

メ
リ
ット
が
あ
る
た
め
、各
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
特
性
を
理
解
し
た
上
で
、適
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　
白
馬
村
は
、雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス
白
馬
連
峰
の
も
と
、国
内
外
の

人
々
を
魅
了
す
る
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
を
含
め
、四
季
を
通
じ
て
類
い
稀

な
山
岳
自
然
環
境
と
、里
山
を
は
じ
め
姫
川
源
流
な
ど
豊
か
で
美
し
い

自
然
と
景
観
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。と
り
わ
け
豊
富
で
良
質
な
降
雪
に

支
え
ら
れ
た
冬
季
の
観
光
に
と
っ
て
、地
球
温
暖
化
は
深
刻
な
問
題

で
あ
り
、地
域
の
観
光
や
住
民
の
生
活
を
脅
か
す
身
近
な
問
題
と
し

て
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。　

　
人
類
の
活
動
を
原
因
と
す
る
気
候
変
動
に
よ
っ
て
劣
化
す
る
地
球

環
境
は
、も
は
や
持
続
可
能
と
は
言
え
ず
、危
機
的
状
況
に
あ
る
と
誰

も
が
認
識
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。地
球
温
暖
化
に
起
因
す
る
気

候
変
動
は
、本
村
に
と
っ
て
も
極
め
て
深
刻
な
脅
威
で
あ
り
、雄
大
な

自
然
の
恵
み
を
受
け
て
き
た
本
村
だ
か
ら
こ
そ
、村
民
と
と
も
に
気
候

変
動
に
対
し
て
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、2019

年
12月

に「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」、2020年

2月
に「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
」を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
宣
言
に
向
け
た
基
本
的
方
針
に
つ
い
て
協
議
す
る
た

め
、令
和
２
年
に
白
馬
村
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
基
本

方
針
等
連
絡
協
議
会
設
立
準
備
会
、令
和
３
年
に
白
馬
村
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
基
本
方
針
等
連
絡
協
議
会
を
設
置
し
、

次
世
代
へ
の
効
果
的
か
つ
総
合
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
を
展
開

し
、地
球
温
暖
化
対
策
及
び
低
炭
素
社
会
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、地
域
の
特
性
を
最
大
限
に
生
か
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
活
用
、更
に
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
検
討
の
結
果
を
ふ
ま
え
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
達
成
に
向
け
た
明
確

な
道
筋
を
描
く
た
め
、本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

環
境
に
配
慮
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
よ
り
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
削
減
し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
を

高
め
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
に
よ
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

の
削
減
を
図
り
ま
す
。

村
民
一
人
ひ
と
り
や
村
内
の
事
業
者
、行
政
が
一
丸
と
な
っ

て
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

豊
か
な
自
然
資
源
を
活
か
し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

に
よ
る
地
域
経
済
循
環
の
創
出
を
図
り
、持
続
可
能
な
村

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

自
然
環
境
に
つ
い
て
知
る
た
め
の
学
び
や
、保
全
の
た
め

の
行
動
を
通
じ
て
、恵
ま
れ
た
村
の
自
然
を
将
来
世
代
に

引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。

12345

2050年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
達
成
に
向
け
て
、

以
下
の
基
本
方
針
を
掲
げ
ま
す
。

屋
根
等
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
自
分
で
設
置
し
、購
入
電
力

量
を
削
減
 

屋
根
等
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
PPA

事
業
者
が
設
置
し
、電

力
使
用
量
分
だ
け
毎
月
支
払
う

遠
隔
地
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
PPA

事
業
者
が
設
置
し
、電

力
使
用
量
分
だ
け
毎
月
支
払
う

施
設
、再
エ
ネ
発
電
、蓄
電
池
等
を
独
自
の
電
線
で
連
携

し
、電
力
の
受
給
管
理
す
る
仕
組
み
 

J－
ク
レ
ジ
ット
や
非
化
石
証
書
等
の
再
エ
ネ
価
格
を
購
入

し
、C
O
2削
減
効
果
に
利
用
 

再
エ
ネ
購
入
に
意
欲
的
な
需
要
家
を
多
く
集
め
、購
買
力
を
高

め
た
上
で
、電
力
販
売
会
社
か
ら
の
調
達
費
用
を
落
と
す
ス

キ
ー
ム

手
法
名

内
容

太
陽
光
パ
ネ
ル
自
己
設
置

オ
ン
サ
イ
ト
PPA

（
初
期
投
資
な
し
）

オ
フ
サ
イ
ト
PPA

自
営
線
モ
デ
ル

環
境
価
値
購
入

再
エ
ネ
電
力
の
共
同
購
入

〈
シ
リ
ー
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〉
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お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

粗大ごみ品目 料　金
金属以外の複合素材が付着していないものに限る 　
アルミサッシ、アルミホイール、ハウス用パイプ、スチールホイール　注 : 金属相場により有料となる場合があります。 無　料

保温ポット、座布団、長座布団、スコップ、桶、樽、バケツ、ポリタンク（20ℓ以下）、衣装箱、タイヤ（一輪車・自転車）ラケット、ア
イロン、消火器（中身が入っていないもの）、電気カミソリ、バッテリー、カメラ、ゴルフクラブ、その他類似の小物類 600円

椅子、一輪車（遊具・運搬用）、加湿器、ガスコンロ、換気扇、掃除機、米びつ、こたつ板、照明器具、食器乾燥機、炊飯器、ストーブ、
洗浄便座、扇風機、電話機、トースター、ファンヒーター、電気ポット、ベビーチェア、ホットプレート、マッサージ機、ミキサー
ジューサー、ミシン（卓上型）、物干し竿、瞬間湯沸かし器、ラジカセ

850円

カーペット、こたつ、座椅子（1人用）、自転車、じゅうたん、スーツケース、スキー板、スキー靴、スノーボード板、スノーボード
靴、スノーダンプ、スピーカー、畳（1畳未満）、机・テーブル（長辺90cmまで）、タンス・棚類（高さと幅の合計200cmまで）、電気
毛布（敷布）、電子レンジ、布団、ウレタンマットレス、ビデオデッキ（DVD・CDなど）、ベビーカー、よしず、プリンター

1,200円

ガラス、陶磁器、焼却灰（豆炭・練炭・薪の灰に限る）、左記いずれも袋30ℓ程度 1,500円
オートバイ、車椅子、ソファー（1人用スプリング入り）、給湯器、食器洗い機、ステレオセット（卓上型）、洗面化粧台、畳（1畳）、
タンス・棚類（高さと幅の合計350cmまで）、机・テーブル（長辺90cm超）、発電機、電気カーペット、流し台、ベッド（マットレ
スは別途）、刈払機、パソコン（ブラウン管は別途）、ブラウン管式ディスプレイ、ミシン（足踏み式）、ワープロ、磁気布団（マット
レス）

2,300円

小型農機具（管理機・耕運機・田植機・バインダー等） 2,900円
スプリングマットレス（セミダブルまで） 3,500円
オルガン、電子ピアノ、マッサージチェア、給湯器（貯湯式）、ソファー（スプリング入り、2人掛け以上）、耐火金庫（家庭用卓上
型）、スプリングマットレス（ダブル）、電動シニアカー、電動車椅子、介護用電動ベッド 6,000円

木くず・生木（1立法メートル当たり）、根株（土付きは+1,000円） 8,500円
廃プラスチック類・マルチ（1立法メートル当たり） 12,000円
混合廃棄物（家庭系限る　1立法メートル当たり） 12,000円

タイヤ（普通車まで） ホイール無し※スパイクタイヤは右記金額に+500円となります。 550円
ホイール付き※スパイクタイヤは右記金額に+500円となります。 650円

タイヤ（中型車用） ホイール無し※スパイクタイヤは右記金額に+1,000円となります。 2,400円
ホイール付き※スパイクタイヤは右記金額に+1,000円となります。 2,700円

※松川端粗大ごみ・リサイクル物集積場における粗大ごみ処理業務は業者直営となっています。
※小型家電製品など金属以外の複合素材が付着している金属類は、買取相場の下落等により有料となります。
※上記以外の品目については、同種・類似品の料金が適用されます。
※上記は、1個・1台・1本・1足・1枚の料金です。
※持込み時に種類ごと分けられていない場合は、混合廃棄物の料金となります。
※小型家電（小型で電気や電池を使う器具）は、白馬リサイクルセンター（旧清掃センター東側）で無料回収しています。

テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機、エアコンは、家電リサイクル法により排出者がリサイクル料金を負担することが定められています。
　※ リサイクル料金は、製造メーカーにより金額が異なります。

下記の料金は、あくまでも参考価格です。買取相場の変動等により変更となる場合があります。
ご理解とご協力をよろしくお願いします。

 家電リサイクル法等対象機器の処理料金について

業務用の冷蔵庫・冷凍庫、空調機、自動販売機は、「フロン回収破壊法」により、フロンガスの回収・破壊が義務付けられ、上記の料金が必要です。
※フロンガス充填量が3kg以上は直接廃棄物処理業者にご相談ください。
※収集運搬は別途となります。

家電４品目 料　金 内　訳
リサイクル料 運搬保管料

テレビ（全種類、15型以下） 4,070円 1,870円 2,200円
テレビ（全種類、16型以上） 5,170円 2,970円 2,200円
冷蔵庫・冷凍庫（内容積170リットル以下） 5,940円 3,740円 2,200円
冷蔵庫・冷凍庫（内容積171リットル以上） 6,930円 4,730円 2,200円
洗濯機・衣類乾燥機 4,730円 2,530円 2,200円
エアコン 3,190円 990円 2,200円

品　目 フロンガス充填量 処理料金
業務用冷蔵庫・冷凍庫、空調機、自動販売機 3kg未満 1５,000円

開設日時　毎回：午前9時から正午まで

※新型コロナウイルスの感染状況や降雪等の状況により、日程の変更、中止となる場合があります。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月
24日 8・22日 12日 ー ー 11日 9日 13・20日

令和４年度　松川端粗大ごみ・リサイクル物集積場
開設日時及び粗大ごみ等処理料金について
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小
川
村
小
根
山
地
籍

で
行
わ
れ
る
御
柱
大
祭

の
た
め
、
5
月
3
日（
火

曜
日
）
午
前
11
時
か
ら

午
後
4
時
ま
で
、
県
道

長
野
大
町
線
（
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
道
路
）
が
車
両

通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

迂
回
路
に
つ
き
ま
し

て
は
、
白
馬
村
行
政
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
日
常
生
活
の
中
で
、

道
路
、
農
地
、
公
害
、
登
記
、
福

祉
な
ど
の
行
政
が
行
う
業
務
に
対

し
、
疑
問
や
要
望
、
お
困
り
の
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

直
接
は
言
い
に
く
い
、
こ
う

い
っ
た
様
々
な
ご
意
見
・
ご
要
望

に
対
し
て
相
談
委
員
が
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。
秘
密
厳
守
・

無
料
・
予
約
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

白
馬
村
の
行
政
相
談
員
は
　
宮

田
守
男
さ
ん
（
森
上
）　
で
す
。

〈
行
政
相
談
日
〉

令
和
4
年	

4
月
12
日
（
火
曜
日
）

	

6
月
21
日
（
火
曜
日
）

	

8
月
9
日
（
火
曜
日
）

	

10
月
18
日
（
火
曜
日
）

	

（
長
野
県
行
政
相
談
週
間

	

　
　
10
月
17
日
〜
23
日
）

	

12
月
13
日
（
火
曜
日
）

令
和
5
年	

2
月
14
日
（
火
曜
日
）

〈
開
催
時
間
〉

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

ま
で

〈
開
催
場
所
〉

白
馬
村
役
場
2
階
　
庁
議
室

※�

開
催
日
に
よ
っ
て
開
催
場
所
が

変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。

○
冬
期
暫
定
料
金
の
精
算
は
5
月
請
求

　
昨
年
12
月
に
冬
期
暫
定
水
量
の
認
定
通
知
を

送
付
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
令
和
3
年
度

の
冬
期
暫
定
精
算
は
5
月
に
行
い
ま
す
。

○
冬
期
暫
定
料
金
と
は
?

　
冬
期
間
（
12
月
〜
3
月
）
は
積
雪
に
よ
り
、

自
動
検
針
の
お
客
様
を
除
き
水
道
メ
ー
タ
ー
の

検
針
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
冬
期
間
検

針
が
出
来
な
い
お
客
様
に
は
、
1
月
請
求
分
か

ら
4
月
請
求
分
ま
で
の
間
、
暫
定
水
量
（
暫
定

的
に
設
定
し
た
水
量
）
に
よ
り
上
下
水
道
料
金

を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
冬
期
間
明
け
の
5

月
請
求
分
で
精
算
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

○
精
算
方
法
の
選
択

　
冬
期
暫
定
料
金
の
精
算
で
は
、
主
に
2
種
類

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
期
間
中
の
暫
定
料
金
支
払
額
と
実
際
の
使
用

料
金
を
比
較
し

1
、
過
払
分
が
あ
る
場
合
、
還
付
（
お
客
様
の

指
定
口
座
に
振
り
込
み
）
ま
た
は
充
当
（
翌
月

以
降
の
料
金
に
割
り
当
て
）
を
行
い
ま
す
。

2
、
不
足
分
が
あ
る
場
合
、
残
り
を
請
求
し
ま

す
。

5
月
請
求
発
送
時
に
1
の
場
合
、
還
付
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。
必
ず
内
容
を
確
認
い
た
だ
き

変
更
が
あ
る
場
合
、
同
封
の
返
信
ハ
ガ
キ
を
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

冬
期
暫
定
期
間
中
使
用
の
廃
止
・
使
用
者
が

変
わ
っ
た
と
き
、
引
越
し
さ
れ
る
と
き
は
、

別
途
精
算
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

上
下
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　�

4
月
10
日
〜
20
日
に
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
を

行
い
ま
す
。
水
道
メ
ー
タ
ー
周
り
の
除
雪
や

上
に
障
害
物
を
置
か
な
い
等
の
ご
準
備
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

白
馬
村
で
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
し
て
目
指
す
べ

き
『
ま
ち
』
の
将
来
像
と
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
の
方
向
性
を
整
理
し
た
計

画
『
白
馬
の
ま
ち
づ
く
り
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
を
平
成
15

年
（
2
0
0
3
年
）
3
月
に

策
定
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

計
画
の
策
定
か
ら
約
20
年

が
経
過
し
、
人
口
減
少
が
進

む
中
で
も
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め

に
、
令
和
4
年
度
中
の
改
定

を
目
指
し
、
白
馬
村
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定

作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

住
民
意
向
を
反
映
し
た
実

効
性
の
高
い
計
画
策
定
を
目

指
す
観
点
か
ら
、
地
域
住
民

の
ま
ち
づ
く
り
（
都
市
計
画
）

に
対
す
る
要
望
や
課
題
の
把

握
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、

令
和
3
年
7
月
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
続
き
、

同
年
11
月
と
12
月
に
計
2
回

の
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果

及
び
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

報
告
書
を
白
馬
村
行
政
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

5
月
３
日
小
川
御
柱
大
祭
に

よ
る
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

令
和
４
年
度

行
政
相
談
の
ご
案
内

暫
定
料
金
の
精
算

白
馬
の
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
改
定
に
向
け
た
住
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
！

お問合せ　小川神社　電話：026-269-3500　小川村観光協会　電話：026-269-2323

   お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

   お問い合わせ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714

   お問合せ　白馬村役場　建設課　電話：0261-85-0724

〈白馬村まちづくりマスタープラン関連情報　掲載先〉
�行政サイト��＞��組織から探す��＞��建設課��＞��村政・その他��＞��都市計画マスタープラン
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記念品決定!
最優秀賞（1名）�白馬村宿泊補助券　　審査員特別賞（1名)�白馬村特産品セット　　優秀賞（10名）�白馬村オリジナルグッズ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告 

Vol.30

白馬村無電柱化事業　PR ロゴマーク大募集！

総
務
課�

移
住
・
定
住
担
当
　
若
山

1
、
2
年
生
は
学
年
末
テ
ス
ト
を
迎
え
、
1
年
間
学
ん
で
き

た
こ
と
の
総
ざ
ら
い
が
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の

影
響
も
あ
り
学
習
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
難
し
い
期
間
も
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
春
か
ら
の
新
学
年
に
向
け
て
し
っ
か
り
と

復
習
し
各
々
の
課
題
を
克
服
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ま
た
、
3
年
生
は
春
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
進
む
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
高
校
で
培
っ
た
経
験
を
糧
に
さ
ら
な
る

飛
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

白
馬
高
校
支
援
係�

公
営
塾
　「
し
ろ
う
ま
學
舎
」ス
タ
ッ
フ
　
満
岡

移
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
改
訂
版
が
無
事
完
成

い
た
し
ま
し
た
。
村
内
に
移
住
さ
れ
た
方
３
名

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

白
馬
村
役
場
の
総
務
課
の
窓
口
や
白
馬
村
行
政

公
式
H
P
上
で
掲
載
予
定
で
す
。
是
非
ご
覧
下

さ
い
。

移
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
改
訂
作
業
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
村
民
の
皆
様
か
ら

お
話
を
聞
く
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
是
非
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

ス
キ
ー
場
や
白
馬
村
内
の
観
光
名
所
へ
出
向
き
情
報
収
集
及
び
発
信

を
行
い
つ
つ
、
3
月
に
控
え
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
を
し
、
現
在
は
グ

リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
来
期
の
物
販
の
新
商
品
企
画
や
販
売
促

進
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
春
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン

に
突
入
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
年
度
末
を
迎
え
ま

し
た
。
今
年
の
冬
は
降
雪
に
恵
ま
れ
、
冬
の
白
馬

の
魅
力
を
数
多
く
の
方
々
に
発
信
出
来
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
も
引
き
続
き
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
白
馬
村

を
様
々
な
形
で
P
R
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

観
光
課
付
　
白
馬
村
観
光
局
派
遣
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
　
清
宮

オンライン販売サイトHAKUBA�ORIGINAL
https://hakubaoriginal.stores.jp/

白馬村観光局facebook
https://www.facebook.com/hakubavillage

Instagram
https://www.instagram.com/hakubalife/

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

お問合せ　長野県大町建設事務所
住所：〒 398-8602 長野県大町市大町 1058-2 大町合同庁舎４階　電話：0261-23-6530

電子メール :  hakuba1110@pref.nagano.lg.jp

現在、長野県では白馬村において電線を地中に埋める無電柱化事業を行っています。当事業について効果的な情報発信
や広報を行うため、�PRロゴマークを募集しています！最優秀賞及び審査員特別賞に選ばれた作品はマンホール蓋に採用し
ますので、皆様奮ってご応募ください！

今年度分の工事が終了した白馬駅前（県
道沿い）の様子

ながの電子申請
サービスはこち
らから！

募集要項はこちら
から

募 集 期 間� 令和3年11月10日（水曜日）～令和4年4月28日（木曜日）
作品テーマ� ◆白馬村の魅力が表現できるデザイン
� ◆電線・電柱がなくなることがイメージできるデザイン
作 品 内 容� ◆PRロゴマークデザイン
� ◆PRロゴマークのコンセプト及びその説明
応 募 方 法� �所定の応募用紙にPRロゴマークを描き、必要事項を記入の上、「郵送」、

「電子メール」、「ながの電子申請サービス」または「持参」にて提出してく
ださい。

応　募　先� ◆長野県大町建設事務所
� 　住所：〒398-8602�長野県大町市大町1058-2
� 　　　　大町合同庁舎４階
� 　電子メール：hakuba1110@pref.nagano.lg.jp
� ◆白馬村役場建設課（持参のみ受付）
そ　の　他� ◆応募作品は、1人1点までとします。
� ◆詳細については「募集要項」を参照してください。
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 ジュニア世代最高峰の大会である標記の大会に、本

校３年の宮嶋林湖さんと鈴木寛太君の２名が【スペシ

ャルジャンプ競技】の日本代表として出場します。 

 本校 OBでノルディック複合の渡部暁斗選手もかつ

て出場した本大会。今年は２月 28 日から３月６日に

かけてポーランドで開催されます。宮嶋さんは中学時

代から通算すると昨年に続いて４回目、鈴木君は初め

ての参加になります。2 人とも大学進学後も競技を続

けることになっているので、本校の OB、OG に続い

て輝かしい成績を残し、今後、競技者としてのステッ

プアップにつなげていってくれると期待しています。 

2022 北京冬季オリンピックに本校出身であるノルディック複合の渡部暁斗

選手、同渡部善斗選手、そしてフリースタイルスキー・モーグルの松田颯選手が

出場します。これを記念して、生徒昇降口上に懸垂幕を設置しました。 

 渡部兄弟はオリンピック常連で、兄の暁斗選手は連続５回目の出場になりま

す。善斗選手は前回のピョンチャン大会で兄の暁斗選手らと出場した団体で４位

に入っています。今回初出場となる松田颯選手は京都府長岡京市出身で、在学当

時を知る先生のお話では、生徒会をはじめ寮生活でもリーダーシップを発揮した

元気のよい生徒だったそうです。 

松田選手を加えて、本校出身のオリンピック選手はこれで総勢 10人となりま

した。生徒たちも毎朝、登校時に目にする懸垂幕から、オリンピック選手の後輩

としての誇りを感じ、大舞台での先輩方の活躍を応援してほしいと思います。 
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本校生徒２名が【FISノルディックジュニア世界スキー選手権】に出場します 

ホームページも

ご覧ください⇒ 

北京冬季オリンピックに出場する本校出身３選手の懸垂幕を設置しました 

2022北京冬季オリンピックに本校出身であるノルディック複合の渡部暁斗

選手、同渡部善斗選手、そしてフリースタイルスキー・モーグルの松田颯選手が

出場しました。これを記念して、生徒昇降口上に懸垂幕を設置しました。

渡部兄弟はオリンピック常連で、兄の暁斗選手は連続５回目の出場になりま

す。善斗選手は前回のピョンチャン大会で兄の暁斗選手らと出場した団体で４位

に入っています。今回初出場となる松田颯選手は京都府長岡京市出身で、在学当

時を知る先生のお話では、生徒会をはじめ寮生活でもリーダーシップを発揮した

元気のよい生徒だったそうです。

松田選手を加えて、本校出身のオリンピック選手はこれで総勢10人となりま

した。生徒たちも毎朝、登校時に目にする懸垂幕から、オリンピック選手の後輩

としての誇りを感じ、大舞台での先輩方の活躍を応援してほしいと思います。
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北京冬季オリンピックに出場する、本校にゆかりのあるノル

ディック複合の渡部暁斗選手、同渡部善斗選手、そしてフリー

スタイルスキーの松田颯選手、同近藤心音選手の 4名に向けて、

生徒会を中心とした有志が応援旗を制作しました。制作した旗

は白馬村が開設したパブリックビューイング会場で掲示してい

ただきました。 

以下、生徒からの応援メッセージです。 

◇ ◇ ◇ 

 

 

 

 

 

 

  

北京冬季オリンピックへ出場する先輩方へ応援旗を制作しました 

「少しでも松田選手の力になれたらという思いを込め

てこの旗を作成しました。みなさんが自分たちと同じ環

境で生活していたことを思うと、とても不思議で自分も

頑張ろうという気持ちになりました。選手の皆さん、ど

んな結果であっても私たちは応援し続けますので、最後

まであきらめずに精一杯頑張ってください！」 

 

「今自分が通っている学校に、オリンピックという

世界舞台で活躍する先輩がいることはとても誇りで

す。そんな先輩の姿をイメージして応援旗を制作し

ました。長野より北京に向けて応援しています。渡

部選手頑張ってください！」 

 

「近藤選手とは保育園が一緒でした。心音さんに応

援を届けられたらという思いで作成しました。地元

の代表として白馬の名を世界に広めて欲しいと思い

ます。」 

 

「渡部善斗選手のご活躍を応援する気持ちで旗を

作成しました。日々の努力が報われるように、金メ

ダルを目指して頑張ってほしいです。」 
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白馬ウイング21芸術文化シリーズ実行委員会、ウイング21友の会では来年度下記の予定
で公演を計画しています。村内で生演奏や公演を観たり、聞いたりする機会をつくることで
芸術文化の振興とウイング21文化ホールの利活用に寄与していきます。

この会は、地域の芸術文化の意識の高揚と、芸術鑑賞の機会をより多くもち、情操を豊かにすると共に、会員相互の交流を深
め、新しい地域文化の創造をめざすことを目的としています。昨年までに120名を超える皆様にご加入いただき、活動しています。
◆会　　費:ウイング21ホール友の会は運営経費として年会費をいただきます。
　大人会員・・・1,000円　賛助会員・・・10,000円�
◆会員特典
　・友の会の主催事業の入場料金割引を行います。
　　（但し、後援事業についてはこの限りではありません。）
　・賛助会員にはこの会が発行する会報に年1回の広告を無料で掲載します。
◆申 込 先:白馬村教育委員会内　ウイング21ホール友の会事務局　TEL：0261-85-0726�

いずれも、ウイング２１文化ホールで開催します。新型コロナウイルス感染拡大防止
のため変更の場合もあり、詳細は決定次第、新聞折り込み・白馬村行政公式ホームペー
ジ等で広報します。

令和４年度芸術文化シリーズ実行委員会からのお知らせ

ウイング21ホール友の会 会員募集中！

期　日 ジャンル 内　容
6月18日（土曜日） 狂　言 京都茂山狂言
8月　6日（土曜日） クラシック 第6回NAGANO国際音楽祭�IN�白馬
9月17日（土曜日) コンサート 碓井俊樹ピアノリサイタル
11月12日（土曜日） 伝統芸能 伝統文化　邦楽・民謡体験フェスティバル
12月　3日（土曜日） コンサート 第8回�はつゆきコンサート

白
馬
村
公
民
館
で
は
「
魅

力
あ
る
自
然
を
守
り
、
守
る

べ
き
ふ
る
さ
と
の
歴
史
と
文

化
を
継
承
す
る
。
次
世
代
を

担
う
青
少
年
の
育
成
と
学
び

あ
い
、
育
て
あ
う
村
づ
く
り

に
貢
献
す
る
。」
を
目
標
と
し

て
公
民
館
講
座
な
ど
の
内
容

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
村

民
の
社
会
活
動
へ
の
参
加
や

生
涯
学
習
活
動
を
促
進
し
て

い
き
ま
す
。

令
和
4
年
1
月
以
降
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
で
令
和
3
年
度

後
半
の
講
座
が
開
催
で
き
な

か
っ
た
た
め
、一部
を
令
和
4

年
度
へ
延
期
し
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
開
講
予
定
の
公
民

館
講
座
の
一
部
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。

白
馬
村
公
民
館
　
来
年
度
の
ご
あ
ん
な
い

歩いて白馬山麓を一周する 全４回（第3G）
全３回（第4G）

４月～開講予定
８月～開講予定

旅日記を楽しもう 全４回 ６月～開講予定
わでん伝筆教室 全６回 ４月～開講予定
運動でセルフケア 全10回 ５月～開講予定

天文講座「星空を楽しむ」 全５回 ５月～開講予定
染物教室 全５回 ５月～開講予定

ヘルシークッキング教室 全５回 ５月～開講予定
読み聞かせ講座 全５回 ５月～開講予定

シニアのためのスマホ教室 全５回 ５月～開講予定
油彩画とパステル画教室 全５回 ８月～開講予定

蕎麦打ち教室 全３回×２ ６＆７月、秋開講予定
歴史紀行　富山方面 全１回 １１月開講予定

年表から歴史「白馬の歩み」 全２回 令和３年度延期分を４・５月で開講予定
里山道中 全３回 １０月、２月、３月開講予定

ドローン安全講座 全２回 １２月頃開講予定

新型コロナウイルス感染症等の影響により、いずれの講座も日程など変更の場合があ
りますのでご了承下さい。この他にも公民館講座を予定しております。詳細は新聞折
り込みや白馬村行政公式ホームページ等でお知らせします。
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ギ
フ
チ
ョ
ウ
と
ヒ
メ
ギ
フ

チ
ョ
ウ
は
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
科
に

属
し
、
春
先
に
里
山
の
雑
木
林

や
ス
ギ
林
に
舞
い
、
両
種
は
姿

か
た
ち
が
よ
く
似
て
お
り
「
春

の
女
神
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
45
年
10
月
に
天
然
記

念
物
と
し
て
村
の
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
に
お
け
る
両
種
の
分
布

は
本
州
の
中
部
か
ら
北
に
か
け

て
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
、
南
が
ギ

フ
チ
ョ
ウ
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
白
馬
村
は
両
種
の
分
布
境

に
あ
た
り
両
方
の
チ
ョ
ウ
が
現

れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
開
発

や
山
林
の
放
棄
、
昆
虫
マ
ニ
ア

の
乱
獲
な
ど
で
住
み
場
所
が
な

く
な
っ
て
し
ま
い
、
絶
滅
し
て

し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

両
種
は
体
の
つ
く
り
や
生
活
の

仕
方
に
原
始
的
な
面
が
あ
る
こ

と
、
住
み
場
所
が
は
っ
き
り
と

異
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
生
物

的
に
貴
重
な
チ
ョ
ウ
で
す
の
で
、

村
の
天
然
記
念
物
に
指
定
し
て

保
護
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
は

雑
木
林
の
下
に
生
え
て
い
る
ウ

ス
バ
サ
イ
シ
ン
と
い
う
草
の
葉

を
食
べ
ま
す
が
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ

は
ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ン
と
ミ
ヤ
マ

ア
オ
イ
（
カ
ン
ア
オ
イ
）
の
葉

を
食
べ
ま
す
。
成
虫
は
早
春
に

羽
を
い
っ
ぱ
い
広
げ
日
光
浴
を

し
、
林
間
を
緩
や
か
に
飛
び
交

い
、
カ
タ
ク
リ
や
ス
ミ
レ
な
ど

の
花
に
と
ま
り
蜜
を
す
い
ま
す
。

卵
は
、
林
間
の
枯
れ
草
の
間

に
生
え
る
ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ン
や

ミ
ヤ
マ
ア
オ
イ
の
葉
の
裏
に
10

数
個
か
た
め
て
産
み
つ
け
ま
す
。

直
径
1
ミ
リ
ほ
ど
の
丸
型
で
真

珠
の
よ
う
に
銀
緑
色
に
輝
い
て

い
ま
す
。
２
週
間
ほ
ど
で
黒
い

幼
虫
に
ふ
か
し
て
葉
の
裏
側
の

柔
ら
か
な
部
分
を
食
べ
て
動
き

始
め
る
と
、
天
敵
の
餌
食
に
な

り
無
事
幼
虫
期
を
過
ご
せ
る
の

は
数
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

初
夏
の
６
月
に
は
蛹
に
な
り
夏
、

秋
、
冬
と
眠
り
続
け
、
翌
年
の

雪
ど
け
後
に
チ
ョ
ウ
に
変
身
し

ま
す
。

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
会

場
の
造
成
に
伴
い
、
自
然
保
護
の
面
か

ら
ミ
ヤ
マ
ア
オ
イ
や
カ
タ
ク
リ
の
移
植

が
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ミ
ヤ
マ
ア

オ
イ
は
草
丈
が
数
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で

里
山
林
の
下
草
刈
り
を
し
な
い
と
周
囲

の
植
物
に
覆
わ
れ
て
産
卵
す
る
チ
ョ
ウ

は
た
ど
り
着
け
ま
せ
ん
。
化
石
燃
料
の

時
代
に
な
り
里
山
林
が
荒
れ
、
全
国
各

地
で
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
少
な
く
な
り
、
レ
ッ

ド
デ
ー
タ
に
載
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し

て
、
里
山
林
の
手
入
れ
を
す
る
こ
と
に

よ
り
産
卵
に
あ
っ
た
環
境
が
保
た
れ
、

ギ
フ
チ
ョ
ウ
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

村
の
文
化
財
め
ぐ
り
特
集
⑩
（
生
き
た
文
化
財
編
）

・
ギ
フ
チ
ョ
ウ
、ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ

カタクリの花にとまるギフチョウミヤマアオイの葉裏　ギフチョウの卵
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昭
和
60
年
1
月
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
の
生
息
地
と
し
て
姫
川
源
流
付

近
を
指
定
し
ま
し
た
。
源
流
付
近
の

親
海
湿
原
に
は
ヤ
チ
ダ
モ
や
ア
ヤ
メ
、

ヨ
シ
な
ど
が
生
い
茂
る
自
然
豊
か
な

場
所
で
す
。
こ
の
湧
き
水
は
冬
で
も

8
度
、
夏
で
も
10
度
以
下
の
清
流
で

バ
イ
カ
モ
が
咲
い
て
い
ま
す
。
ク
ロ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
本
州
の
東
北
部

に
産
し
、
北
ア
ル
プ
ス
で
は
一
般
に

高
山
湖
沼
に
生
息
し
て
い
ま
す
が
、

平
地
で
み
ら
れ
る
こ
と
は
珍
し
い
こ

と
で
す
。

ハ
ク
バ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
昭
和

50
年
に
故
長
沢
武
氏
（
元
白
馬
村
教

育
長
）
が
初
め
て
存
在
を
明
ら
か
に

し
、
昭
和
62
年
に
松
井
正
文
博
士

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
が
日
本
固

有
の
小
型
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
新
種

と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。
分
布
は
岐

阜
、
富
山
、
新
潟
、
長
野
の
一
部
に

限
ら
れ
、
長
野
県
で
は
白
馬
村
と
小

谷
村
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
平
成
元

年
11
月
に
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定

さ
れ
保
護
し
て
い
ま
す
。「
し
ろ
う

ま
自
然
の
会
」
と
県
環
境
保
全
研
究

所
の
支
援
を
得
て
産
卵
状
況
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
等
情
報
共
有
し
つ
つ
、
か

け
が
え
の
な
い
地
域
の
宝
物
を
守
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

〇
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
（
昭
和
49
年
10
月
指
定
）

日
本
に
生
息
す
る
ト
ン
ボ
の
中
で
最
も
小
型
の
も
の
で
腹

長
10
〜
14
mm
、
翅
長
13
〜
15
mm
、
雄
は
紅
赤
色
で
黒
色
斑
が
あ

り
雌
は
黄
色
の
地
に
褐
色
と
黒
色
の
斑
紋
が
あ
り
ま
す
。

湿
原
に
生
息
し
生
態
学
的
に
は
極
め
て
弱
い
ト
ン
ボ
で
自

然
環
境
の
僅
か
な
変
化
で
絶
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。
か
つ
て

は
各
地
に
生
息
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
然
環
境
の
破
壊
に
よ

り
今
は
ご
く
限
ら
れ
た
土
地
に
生
息
し
て
い
る
の
み
で
「
幻

の
ト
ン
ボ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

〇
キ
イ
ト
ト
ン
ボ
（
昭
和
49
年
10
月
指
定
）

イ
ト
ト
ン
ボ
の
一
種
で
黄
色
を
し
て
お
り
腹
長
30
mm
、
翅
長

20
mm
位
、
頭
部
と
腹
部
は
淡
緑
色
の
地
色
で
腹
部
は
、
雄
が

鮮
黄
色
で
背
面
に
黒
紋
が
あ
り
、
雌
は
鈍
黄
緑
色
で
斑
紋
が

あ
り
ま
せ
ん
。
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
と
同
じ
よ
う
な
環
境
の

湿
原
に
生
息
し
、
本
州
、
四
国
、
九
州
に
分
布
し
て
い
ま
す

が
個
体
数
は
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
県
内
で
は
北
ア
ル
プ

ス
山
麓
に
多
く
生
息
し
貴
重
な
も
の
で
す
。

白
馬
村
に
は
気
候
や
地
勢
等
の
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
て
チ
ョ

ウ
や
ト
ン
ボ
の
種
類
が
多
く
、
里
山
か
ら
高
山
帯
ま
で
環
境

の
多
様
性
と
豊
か
な
植
生
に
よ
り
多
く
の
種
を
産
み
出
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の
種
数
・
個
体
数
を
誇
っ
た
チ
ョ

ウ
類
や
ト
ン
ボ
の
仲
間
も
自
然
環
境
の
変
化
に
よ
り
著
し
く

減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
文
化
財
に
は
指
定
さ
れ
て
い
な

い
絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
貴
重
な
昆
虫
類
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
気
候
変
動
や
温
暖
化
に
よ
る
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
、

自
然
界
の
生
き
物
が
絶
滅
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
民
一
人
一
人
が
か
け
が
え
の
な
い
豊
か
な
自
然
を
守
り
、

人
と
の
共
生
が
は
か
ら
れ
ま
す
よ
う
に
明
日
へ
の
生
き
方
を

考
え
た
い
も
の
で
す
。

・
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

・
ト
ン
ボ
類

ハクバサンショウウオの卵嚢

ハッチョウトンボ（雌）

クロサンショウウオ

ハッチョウトンボ（雄）
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図書館だより
No.244

令和4年3月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時〜午後6時

書　　名 著者名
答えは風のなか 重松　清
心霊探偵八雲INITIAL　FILE魂の素数 神永　学
緑の天幕（CREST　BOOKS） リュドミラ・ウリツカヤ
異変ありや 佐伯　泰英
松丸家の育て方 松丸　悟
野村重存3色で描く水彩画の手ほどき 野村　重存
野口光が教える一生使えるダーニング術 野口　光
ドイツ流絶対に怒らない子育て ダニエレ・グラフ

書　　名 著者名
絵本すみっコぐらし　いつでもとなりに よこみぞ　ゆり/絵と文
にじいろフェアリーしずくちゃん　5 友永　コリエ/作
てがみのえほん 堀内　誠一/さく　え
ア・テイル・オブ・マジック　魔法ものがたり　上 クリス・コルファー
ライバル　おれたちの真剣勝負 葉真中　顕/作

【一般】

この他の新着図書は図書館内の掲示板、
または図書館ホームページからご覧ください。

白馬村図書館では、読み聞かせをしていただけ
るボランティアを新たに募集していますので、
ご興味のある方はご連絡ください。

【児童書・絵本】

〇新着案内

もう一緒に住んでいないママとパパ。
ママと過ごしたり、パパと過ごしたり、
わたしのおうちは2つあるの。両親の
離婚を描く、しかけ絵本。

『ママのうちとパパのうち』
メラニー・ウォルシュ / さく

世界でいちばんの場所を探すため、旅
にでた野うさぎ。友だちは、ぼくらの
はらっぱが世界一の場所だというけれ
ど…。野うさぎが見つけた答えとは？
色彩豊かな絵本。

『せかいでいちばんのばしょ』
ペトル・ホラチェック / さく

現役高校生の4人が雷に打たれ、目覚
めると、明治維新直後の時代に転生
していた。近代史の立役者たちとと
もに、歴史の変革期に立ち向かう…。
没後発見された幻のデビュー作。

『約束』
葉室　麟

世界の絶景にそっくりな日本の絶景に
出合える本。国内にいながら、海外に
行ったような気分を味わえます。

『日本で見つける
まるで海外な絶景旅』

ルノワール、クリムトなどの西洋名
画の中に描かれた「モノ」にスポッ
トをあて、時代背景や画家たちの想
いを読み解く。

『絵の中のモノ語り』
中野　京子

独ソ戦が激化する1942年モスクワ近郊。農村
に暮らす少女・セラフィマは、村人たちが惨
殺される中、赤軍の女性兵士によって救われる。
復讐をするため狙撃兵となったセラフィマは、
やがて同じ境遇の女性兵士たちと前線へと向
かう―。真の敵とは？戦争の悲惨さと、心の
葛藤をリアルに描いた物語。2022年本屋大賞
ノミネート作品。

内容紹介

今
月
の
お
す
す
め
本

『同志少女よ、敵を撃て』
逢坂 冬馬

〇「てぶくろの会」から絵本を寄贈いただきま
した。

会の解散に伴い、残った活動資金で赤ちゃん絵
本を購入し寄贈いただきました。子どもの読書
推進活動に長年ご尽力いただき、心から感謝申
し上げます。
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３ 月 ～ ４ 月  保 健 ガ イ ド
１６日～翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■休・祝日緊急当番医表

月日 曜日 北部地区
（白馬・小谷） 大町市内 南部地区

（池田・松川） 歯科 白馬村内薬局
当番店

3月27日 日 神城醫院 遠藤内科医院 はーぶの里診療所 竹内歯科医院 池田町（0261）62-2151 フジノヤ薬局

4月  3日 日 しんたにクリニック最上整形外科ｸﾘﾆｯｸ 平林ﾒﾝﾀﾙｸﾘﾆｯｸ にこにこデンタルクリニック 大町市（0261）23-5612 フジノヤ薬局

4月10日 日 横沢医院 菊地クリニック あづみ病院 あづみ病院 池田町（0261）62-1168白馬アップル薬局

4月17日 日 小谷村診療所 小野医院 近藤医院 平林歯科医院 大町市（0261）22-1149 —

4月24日 日 栗田医院 平林医院 西森整形外科 きらり歯科医院 松川村（0261）62-0005 太田薬局

4月29日 金 白馬診療所 横澤内科医院 太田医院 宮下歯科医院 大町市（0261）22-0297 フジノヤ薬局

■ 子育て支援ルーム
※�子育て支援ルームは一時預かり、自由利用、なかよし広場等子育て支援の拠点として活動を行っています。新型コロナウイルス感
染状況により一部事業を中止、変更して実施しておりますので、ご利用の際は子育て支援ルーム（0261-72-3025）にお問合せくだ
さい。また、開設状況については、白馬村行政公式ホームページ、白馬村子育て支援アプリおひさまメモリーズで掲載しております。

ご利用にあたって
◎�子育て支援ルームご利用の際は、必ず検温をしてからお越しください。入室したら、手洗いと健康確認チェックシートの記入をお
願いいたします。

◎�登録制となっておりますので、初回利用時に登録カードの記入もお願いいたします。

■ 予防接種 会場：ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子さん

3月25日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています

4月  8日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています

4月22日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています

■ 乳幼児健診等 会場：ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子さん

3月23日（水） 2か月育児相談 令和4年1月生

3月24日（木） 2歳相談 令和2年2月12日～3月生

3月28日（月） 理学療法士相談 予約制

4月  4日（月） 育児相談 予約制

4月12日（火） 乳児健診 令和3年11月生・令和3年5月生

4月14日（木） もぐもぐ相談 令和3年8月～10月生

4月15日（金） 遊びの教室ほっぷ① 令和2年2月12日～3月生

4月19日（火） 2か月育児相談 令和4年2月生

4月25日（月） 理学療法士相談 予約制

4月28日（木） 遊びの教室ほっぷ② 令和2年2月12日～3月生

■弁護士無料法律相談（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

4月12日（火） 13:00～15:00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

岡
オカムラ

村あゆみ　弁護士 白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約が必要です。相談時間は30分ですので、相談内容を整理してお越しください。
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人口：8,517 人　男：4,272 人　女：4,245 人　世帯数：4,002 世帯
（令和 4年 3月 1日現在）

※	上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）

3
2022
vol.546

編集後記
３月号では、白馬村のゼロカーボンビジョン～白馬村気候非常事態宣言に向けた基本計画～概要版の特集を
掲載しています。作成された概要版は、住民の皆様に配布を行いお知らせすることも考えられましたが、印刷
物を減らすため、広報はくばの紙面に掲載することとしました。また、今後も皆様に保存いただけるよう、中
央ページに記事にすることで、冊子から取り外して使用していただけるようにしてあります。ぜひ保存いただ
きご活用いただければと思います。� (広報編集担当：田中)

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

白馬村の認知症サポーター数1268人
（令和3年 2月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！
広報はくばおよび白馬村行政公式ホーム
ページに掲載する広告（有料）を募集し
ています

＊お問い合わせ　白馬村役場総務課

広告募集中

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第 1回町内美化活動が 6月 26 日、今井浜海岸で
実施され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら 70
名を超える人々が参加しました。東小学校では、子
ども達の地域の自然を大切にする気持ちを高めるた
め、毎年夏に今井浜海岸の清掃活動を行っています。
縦割り班に分かれた児童らは、大人達と協力しながら
流木や海藻などのごみを拾い集めました。約 1時間
に渡る活動の結果、トラック 3台分、ごみ袋 112 袋
分のごみが回収されました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7 月 19 日（水）から 3日間、白馬北小学校の 5年
生の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校 5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物館
見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での買
い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

２年ぶりの河津桜まつり開幕

第32回河津桜まつりが２月１日に開幕し、河津
桜観光交流館駐車場で規模を縮小したオープニン
グセレモニーが開催されました。昨年は新型コロ
ナの影響で中止となったため、２年ぶりの開催に
なります。セレモニーでは、山田和子河津桜まつ
り実行委員長と岸重宏町長、長谷川延之産業経済
活性化連絡協議会長があいさつを述べ、岸町長は
「厳しい状況での開催です。安心・安全を感じられ
るようなまつりになるよう期待します」と話しま
した。
河津桜の開花が遅れた今年、まつり開幕日に訪
れた人は蕾がふくらむ河津桜を楽しみました。

ご寄贈いただきました
２月１日（火）、サクセム株式会社様より、長期
保存パンと、マスクをご寄贈いただきました。
こちらのパンは、カロリーが１個500kcal以上
と高カロリーなうえ、５年間の長期保存が可能です。
代表取締役の中里様は、「ぜひ地域の方に役立て
ていただけたら。」と話されました。
いただきました物資は、災害時等の備えとして、
有効に活用させていただきます。

少しずつ花開く河津桜原木（2月17日）
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